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★�動画リンク集へ�
ジャンプ！

総
合
資
料
集
・
文
学
史

  　

デ
ジ
タ
ル
版�

�

新
訂
国
語
図
説�

六
訂
版
《
ク
ラ
ウ
ド
型
》

指
導
用
デ
ジ
タ
ル
版
あ
り�　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●�

ク
ラ
ウ
ド
型
だ
か
ら�

導
入
が
簡
単
！

➡
ク
ラ
ウ
ド
版
は
専
用
ア
プ
リ
な

ど
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
不
要
。
各

Ｏ
Ｓ
の
標
準
ブ
ラ
ウ
ザ
で
閲
覧

で
き
る
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
導

入
で
き
ま
す
。

●�

ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け
で�

簡
単
ア
ク
セ
ス
！

➡
利
用
す
る
と
き
は
、
配
信
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
各
自
の

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
グ
イ

ン
す
る
だ
け
。
ど
の
端
末
か
ら

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
卒
業
ま
で
使
え
る
！

➡
デ
ジ
タ
ル
版
図
説
は
、
卒
業

ま
で
最
長
3
年
間
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
版�

　

�

定
価　

９
９
０
円

書
籍
版
と
の
セ
ッ
ト
価
格�

�

定
価　

１
６
５
０
円

見
や
す
い
・
動
作
が
軽
い
！�

デ
ジ
タ
ル
資
料
集
誕
生
！

新
訂
国
語
図
説　
六
訂
版�

�
NEW  

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た�

充
実
の
改
訂
内
容

●�

巻
頭
特
集
15
ペ
ー
ジ

➡
「
言
語
文
化｣

「
現
代
の
国
語
」
特
集
を
掲
載
。

●
現
代
文
編
「
評
論
特
集
」
６
ペ
ー
ジ

➡
評
論
を
読
む
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
が
身
に
つ
く
。

●
漢
文
編
に
「
日
本
漢
文
」
な
ど
を
追
加

➡
日
本
文
学
と
漢
文
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
充
実
し

た
解
説
を
新
規
追
加
。

編
者
代
表�

井
筒
雅
風　

内
田　

満　

樺
島
忠
夫

装
丁�

Ｂ
５
判
／
５
２
０
頁

定
価　

９
９
０
円�

新
学
習
指
導
要
領
対
応
の
大
判
資
料
集

学
習
課
題
ノ
ー
ト

Ｂ
5
・
３
２
頁　
定
価
２
４
２
円

◎
別
冊
解
答
書
付

▲巻頭：言語文化特集より

※画面は開発中の段階のものであり、仕様が変更になる場合がございます。

右
の
表
紙
画
像
を「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｒ
２
」で
ス
キ
ャ
ン
す
る
と

デ
モ
動
画
が
流
れ
ま
す
。（
下
記
参
照
）

資料集をご採用の学校で、
無料でお使いいただけます。京都書房京都書房のの““動動くく””資料集資料集

※�こちらのQRは�iOS/Android
端末両方で利用可能です。アプリインストール後、上記の図説表紙をスキャン

すると、デモ動画が流れます。

入試演習もできる文学史 　　京都書房の�　　　　ロングセラー資料集シリーズ 新
訂
国
語
図
説
・
新
国
語
総
合
ガ
イ
ド
の
充
実
付
録

先生用付属DVD-ROM
①作品理解を深める自習プリント
　➡�『水の東西』『羅生門』『城の崎にて』『こころ』『伊勢物語』『平家物語』など
②授業でそのまま使えるパワーポイント�資料・動画
③資料集画像データ
④文学史・漢字などのテキストデータ
⑤〈準拠学習課題ノート〉PDF・テキストデータ�完備
　➡いつでも印刷して使用可能！
　➡冊子版は『図説』＝定価242円『ガイド』＝定価262円にてご提供

新登場！QRから動画リンク集へ1

ARアプリ「COCOAR2」を使って ➡2

本書内のQRを読み取ると、NHK�for�schoolなどの関連動画リンク集
にジャンプします

⃝スマホやタブレットで動画を再生
⃝作品解説動画は付属の自習プリントに対応

2022年
度

改　訂

重
要
ポ
イ
ン
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
と
演
習
で
入
試
対
応

流
れ
と
演
習

新
日
本
文
学
史　
改
訂
版�

監
修�

中
西　
　

進

�

近
藤　
　

衛

編
者�

岩
田　

晋
次

�

谷　
　

寛
史

Ａ
5
判
／
１
６
０
頁

�

定
価　

５
２
４
円

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

短
期
間
で
知
識
の
整
理
と
入
試
演
習
が
で
き
る

完
成日本

文
学
史
ノ
ー
ト　
三
訂
版�

兵
庫
県
高
等
学
校�

教
育
研
究
会�

国
語
部
会
編�

Ｂ
５
判
／
７
２
頁

�

定
価　

５
７
２
円

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

●
入
試
傾
向
に
合
わ
せ
て
近
現
代
文
学
史
が
よ
り
充
実

半
世
紀
に
わ
た
る
信
頼
と
実
績

新
訂
国
語
総
覧　
第
七
版�

編
者
代
表�

谷
山　

茂　

猪
野
謙
二

村
井
康
彦　

本
多
伊
平

Ａ
５
判
／
４
８
０
頁

�

定
価　

９
４
３
円

情
報
掲
載
量
は
類
書
を
凌
駕

新
国
語
総
合
ガ
イ
ド　
五
訂
版�

�

編
者
代
表�

井
筒
雅
風　

樺
島
忠
夫　

�

中
西　

進

装
丁�

Ａ
５
判
／
６
０
８
頁

定
価　

９
４
３
円�

NEW 

新
学
習
指
導
要
領
対
応
の
小
冊
子
が
付
属
（
無
料
）

●
「
言
語
文
化
講
座
」
や
「
現
代
の
国
語
」
に
対
応
し
た
内
容

▲国語表現編：特集・探究学習より

★学習をサポートする�
　ビューア

★クリックで動画に�
　簡単アクセス

➡見本版はこちらから！

NEW

総合資料集・文学史

新 刊 ●
国
語
表
現
編
「
特
集
・
探
究
学
習
」
10
ペ
ー
ジ

➡
探
究
学
習
に
お
け
る
課
題
の
設
定
か
ら
表
現
ま
で
の
流
れ
が
学
べ
る
。
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新
修�

古
典
文
法�

二
訂
版

高
校
生
の
古
典
文
法�

七
訂
版

荻
野
文
子
の

著
者　

荻
野　

文
子�

●
本　

書

Ａ
５
判
／
２
２
４
頁�

定
価　

６
２
７
円

◎
著
者
に
よ
る
指
導
資
料
（
冊
子
）

◎
別
冊
解
答
書
付

●
豊
富
な
入
試
情
報
（
下
段
）

●
推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」（
ｐ
70
～
73
）

●
紛
ら
わ
し
い
語
の
識
別
（
ｐ
141
～
172
）

●
敬
語
の
基
本
（
ｐ
174
～
175
）

●
和
歌
の
修
辞
法
（
ｐ
200
～
217
）

●
授
業
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

➡�

本
書
の
活
用
表
や
ド
リ
ル
問
題
・
演
習
問
題
を

Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
。●

ド
リ
ル
編

Ｂ
５
判
／
５
６
頁

�

定
価　

３
８
５
円

◎
別
冊
解
答
書
付

監
修　

塚
原　

鉄
雄�

編
者　

鈴
木　
　

豪

　
　
　

岩
田　

晋
次�

●
本　

書

Ａ
５
判
／
１
８
４
頁�

定
価　

６
１
１
円

◎
別
冊
解
答
書
付

●
情
報
を�

・

・

に
分
類

●
敬
語
の
章
を
強
化
（
ｐ
131
～
152
）

●
演
習
編

Ｂ
５
判
／
５
６
頁

�

定
価　

３
８
５
円

◎
別
冊
解
答
書
付

三
訂
増
補
版

三
訂
増
補
版

定価：594円（税込）

日
本
漢
文
の
学
習
に
対
応
。
入
門
期
か
ら
受
験
対
策
ま
で

NEW 

日
本
漢
文
の
学
習
に
対
応

ｐ
188
～
193
「
中
国
文
学
史
」

ｐ�

196
～
198
「
日
本
文
化
に
お
け
る
中
国
文

化
・
思
想
の
受
容
」

●
入
試
対
策

ｐ
164
～
171「
多
く
の
意
味
を
も
つ
重
要
語
」

➡
整
理
し
や
す
く
一
覧
に
ま
と
め
た
。

●
用
法
サ
ポ
ー
ト
（
全
78
箇
所
）

重
要
句
形
や
語
彙
に
つ
い
て
丁
寧
に
解
説
。

●
豊
富
な
演
習
問
題

す
ぐ
確
認
が
で
き
る
ミ
ニ
演
習
（
全
27
箇

所
）
と
練
習
問
題
（
全
16
箇
所
）
で
知
識

の
定
着
が
図
れ
る
。

●
特
別
講
義
（
全
18
箇
所
）

発
展
的
内
容
の
解
説
で
、
学
習
者
の
疑
問

を
解
消
。

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会�

国
語
部
会
編�

●
本　

書

Ａ
５
判
／
２
２
４
頁

�

定
価　

５
９
４
円

◎
別
冊
解
答
書
付

第Ⅳ章　総合知識編 190191 3　中国文学史

総
合
知
識
編

中
国
文
学
史

呉・蜀・魏
三 国西

晋
東
晋

北 魏
宋斉

北
斉

梁

北
周
陳

隋
（初 唐）

▽
典
論

⃞詩
七
歩
詩
」

⃞文
出
師
表
」

⃞子
孔
子
家
語

⃞詩
詠
懐
詩
」

曹

丕

曹

植

諸
葛
亮

王
粛
か

阮

籍

⃞史
三
国
志

陳

寿

⃞伝
捜
神
記

⃞文
帰
去
来
辞

桃
花

源
記

五
柳
先
生
伝
」

」

」

⃞伝
世
説
新
語

⃞史
後
漢
書

▽
四
声
譜
」

干

宝

陶

潜

劉
義
慶

范

曄

沈

約

詩
文
文
選

蕭

統

⃞詩
玉
台
新
詠
集

徐

陵

▽
顔
氏
家
訓

顔
之
推

▽
貞
観
政
要

⃞文
縢
王
閣
序
」

⃞詩
代
下

悲
二

白
頭
一

翁
上

」

⃞詩
易
水
送
別
」

⃞詩
登
二

幽
州
台
一

歌
」

呉

競

王

勃

劉
希
夷

駱
賓
王

陳
子
昂

玄

こ
の
こ
ろ
、
漢
字
・
儒
教
伝
来

仏
教
公
伝
（
五三八）

▽
憲
法
十
七
条
（
六〇四）

遣
隋
使
派
遣
（
六〇七）

遣
唐
使
派
遣
（
六三〇）

大
化
改
新
（
六四五）

壬
申
の
乱
（
六七二）

平
城
京
遷
都
（
七一〇）

⃞史
古
事
記
（
七一二）

⃞史
日
本
書
紀
（
七二〇）

宗
皇
帝

⃞詩
涼
州
詞
」

⃞小
遊
仙
窟

王

翰

張
文
成

清
談
の
流
行（

ご
ろ
）

五
胡
十
六
国
の
乱

（

）

駢
儷
文
盛
ん
に
な
る

隋

天
下
統
一（

）

科
挙
定
ま
る（

）

貞
観
の
治（

）

玄
奘

天
竺
へ

（

）

律
詩
完
成

玄
宗
即
位（

）

開
元
の
治（

）

ご
ろ

大 和 時 代
古 墳 文 化

（南北朝）

じ
ん
し
ん

唐
（盛 唐）（中 唐）

⃞詩
春
暁
」

⃞詩
登
二

鸛
鵲
楼
一

」

▽
蒙
求

⃞詩
黄
鶴
楼
」

⃞詩
出
塞

従
軍
行
」

」

」

⃞詩
竹
里
館

鹿
柴

送
三

元
二
使
二

安
西
一

」

詩
文
李
太
白
集（「
早
発
二

白
帝
城
一

送
二

友
人
一

子
夜
呉
歌
⃞文
春
夜

宴
二

桃
李
園
一

序
」）

⃞詩
除
夜
作
」

⃞詩
杜
工
部
集
（「
登
二

岳
陽

楼
一

春
望

月
夜
」）

⃞詩
磧
中
作
」

孟
浩
然

王
之
渙

李

瀚

崔

顥

王
昌
齢

王

維

李

白

高

適

杜

甫

岑

参

⃞詩
楓
橋
夜
泊
」

⃞小
枕
中
記

⃞詩
江
雪
」
⃞文
捕
レ

蛇

者
説

永
州
八
記
」

⃞文
師
説

雑
説
」

」

⃞詩
度
二

桑
乾
一

」

詩
文
白
氏
文
集（「
香
炉
峰

下
新

卜
二

山
居
一

草
堂

初
成
偶
題
二

東
壁
一

長
恨
歌
」）

張

継

沈
既
済

柳
宗
元

韓

愈

賈

島

白
居
易

楊
国
忠

宰
相
と
な
る

（

）

安
禄
山
の
乱（

）

楊
貴
妃
殺
さ
れ
る（

）

史
思
明
の
乱（

）

代
宗

年
号
を
大
暦
に

改
め
る

（

）

伝
奇
小
説
の
流
行

古
文
復
興
運
動
起
こ
る

平
安
京
遷
都
（
七九四）

最
澄
・
空
海
ら
、
遣
唐
使
と
し
て
唐

へ
渡
る
（
八〇四）

⃞詩
凌
雲（
新
）集
（
八一四）

⃞詩
文
華
秀
麗
集
（
八一八）

⃞詩
経
国
集
（
八二七）

さ
い
ち
ょ
う

り
ょ
う
う
ん

　
し
ん

　
し
ゅ
う

ぶ
ん
か
し
ゅ
う
れ
い
し
ゅ
う

け
い
こ
く
し
ゅ
う

か
い
ふ
う
そ
う

く
う
か
い

⃞詩
懐
風
藻
（
七五一）

奈 良 時 代平 安 時 代

」
」

」
」

」

」

」」

勅ち
ょ
く

撰せ
ん

歴
史
書
六
点
を
総
称
し
て
「
六り

っ

国こ
く

史し

」

と
呼
ぶ
。

⑷
唐
・
宋
・
元
時
代
の
文
学

 

（
7
世
紀
~
14
世
紀
）

◆
芸
術
の
開
花
―
人
生
の
謳お

う

歌か

　折
に
つ
け
人
々
は
、
人
生
の
喜
怒
哀
楽
を
歌

い
、
綴つ

づ

っ
た
。
数
多
く
の
詩
人
や
文
人
が
誕
生

し
、
そ
の
韻
律
筆
致
は
、
王
侯
は
も
ち
ろ
ん
、

庶
民
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え
た
。

【
日
本
へ
の
影
響
】

＊�

約
二
〇
回
に
わ
た
る
遣
唐
使
に
よ
り
、
吉き

備び
の

真ま
き

備び

な
ど
の
留
学
生
、
最
澄
・
空
海
な
ど
の

留
学
僧
が
入に

っ

唐と
う

し
た
。
帰
国
後
、
最
澄
は
天

台
宗
、
空
海（
⬇
ｐ 

196
）は
真
言
宗
を
開
い
た
。

こ
の
よ
う
に
遣
唐
使
が
日
本
の
思
想
風
土
に

与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

＊�

平
安
時
代
、
公
文
書
は
漢
文
で
書
か
れ
て
い

た
。
ま
た
、
公
文
書
以
外
で
も
、
中
国
か
ら

『
白
氏
文
集
』
を
は
じ
め
と
し
た
漢
詩
文
集

の
伝
来
な
ど
に
よ
っ
て
、
漢
詩
文
へ
の
興
味

が
わ
き
上
が
っ
て
い
っ
た
。

⑶
漢
・
三
国
・
六り

く

朝ち
ょ
う

時
代
の
文
学

 

（
前
3
世
紀
~
6
世
紀
）

◆
歴
史
の
中
の
人
間
像
―
人
間
の
発
見

　戦
乱
の
後
の
ひ
と
と
き
の
平
和
。
巨
大
な
覇

権
国
家
が
誕
生
し
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め

の
歴
史
書
が
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、

皮
肉
に
も
人
間
の
真
実
の
姿
を
浮
き
上
が
ら
せ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

■�

六
朝
　呉
・
東
晋
・
宋
・
斉
・
梁
・
陳
の
六

つ
の
王
朝
の
総
称
。

■�

南
北
朝
　北
魏
と
宋
の
対
立
時
代
か
ら
、
隋

が
陳
を
滅
ぼ
す
ま
で
の
時
代
を
い
う
。

【
日
本
へ
の
影
響
】

＊�

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

は
儒
教
・
仏
教
を
学
び
、
天
皇
を

中
心
と
す
る
国
家
体
制
を
確
立
し
た
。「
憲

法
十
七
条
」
に
は
官
人
の
守
る
べ
き
道
徳
的

訓
戒
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。

＊�

律
令
制
の
も
と
で
中
央
集
権
化
を
目
指
し
た

日
本
で
も
、
王
朝
権
威
の
正
統
性
を
確
立
す

る
た
め
の
歴
史
書
の
編
纂
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
も
、『
日
本
書
紀
』
な
ど
主
要
な

漢
文
学
習
必
携�

三
訂
増
補
版�

著
者　

松
尾　

佳
津
子�

Ｂ
６
判
／
３
５
２
頁�

定
価　

８
９
１
円

◎
確
認
赤
色
シ
ー
ト
付

◎
例
文
・
出
典
等
の
原
文
デ
ー
タ
、
確
認
テ
ス
ト
25
回（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）付
録
を

Ｃ
Ｄｰ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
て
ご
提
供

  

古
典
常
識
等
の
、
入
試
出
題
例
に
よ
る
付
録
テ
ス
ト
６
回
分
を
ご
提
供

●
基
本
語（
75
）→
必
修
語（
85
）→
重
要
語（
90
）の
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
方
式
に
よ
る
段
階
的
な
構
成
。

●
恋
愛
、
出
家
…
定
番
の
シ
ー
ン
を
読
む
た
め
の
古
語

を
ひ
と
ま
と
め
に
。

●
最
新
の
入
試
情
報
で
出
題
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
。

NEW  

読
解
の
た
め

の
古
典
常
識・

和
歌
の
修
辞・

文
学
史
を
計

32
ペ
ー
ジ
増

補

NEW 詰
め
込
み
暗
記
は
も
う
卒
業
！　

～
入
試
に
つ
な
が
る
暗
記
本
～

イ
ラ
ス
ト
と
シ
ー
ン
で
お
ぼ
え
る

Ｌｏｏ
ｋ
＠
古
文
単
語
３
３
７�

増
補
版�
�
�

 41

❶ 

こ
の
ご
ろ
の
御み

気け

色し
き

を
見
た
て
ま
つ
る
上う
へ

人び
と

、
女
房
な
ど
は
、
か
た
は
ら

い
た
し
と
聞
き
け
り
。 

（
源
氏
物
語
・
桐
壺
）

こ
の
ご
ろ
の
（
帝み

か
どの

）
ご
様
子
を
見
申
し
あ
げ
る
殿て

ん

上じ
ょ
う

人び
と

や
、
女
官
な
ど
は
、
気

の
毒
だ
と
思
っ
て
（
音
楽
を
）
聞
い
た
。

⤴

　帝
が
、
最
愛
の
女
性
を
亡
く
し
て
悲
し
ん
で
い
る
の
に
、
冷
酷
な
妃

き
さ
き

は
平
気

で
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
、
周
囲
が
心
を
痛
め
て
い
る
場
面
。

❷ 

す
べ
て
、
い
と
も
知
ら
ぬ
道
の
物
語
し
た
る
、
か
た
は
ら
い
た
く
、
聞
き

に
く
し
。 

（
徒
然
草
・
五
七
）

何
事
で
も
、
た
い
し
て
知
ら
な
い
方
面
の
話
を
し
て
い
る
の
は
、（
は
た
で
聞
い
て

い
て
）
見
苦
し
く
、
聞
き
苦
し
い
も
の
だ
。

❸ 

よ
し
と
も
お
ぼ
え
ぬ
わ
が
歌
を
人
に
語
り
て
、
人
の
ほ
め
な
ど
し
た
る
よ

し
言
ふ
も
、
か
た
は
ら
い
た
し
。 

（
枕
草
子
・
九
二
）

上
手
だ
と
も
思
え
な
い
自
分
の
歌
を
人
に
語
り
、（
そ
の
）
人
が
ほ
め
た
り
し
た
と

い
う
こ
と
を
（
別
の
人
が
私
に
）
言
う
（
の
を
聞
く
）
の
も
、
き
ま
り
が
悪
い
。

　た
と
え
ば
道
の
真
ん
中

で
転
ん
じ
ゃ
っ
た
人
は
、

（
周
囲
に
誰
も
い
な
け
れ

ば
恥
ず
か
し
く
も
な
い
の

に
）
皆
か
ら
見
ら
れ
て
❸

「
恥
ず
か
し
い
」。親
切
な

人
は
そ
れ
を
見
て
心
を
痛

め
て
❶「
気
の
毒
だ
」と
同

情
し
、意
地
悪
な
人
は
❷

「
バ
カ
な
や
つ
だ
、み
っ
と

も
な
い
」
と
冷
笑
し
ま
す
。

　時
代
が
下
が
る
と
さ
ら

に「
笑
っ
ち
ゃ
う
ね
」
の

意
味
も
出
て
き
ま
す
。

@me
LOOK!!

❶
気
の
毒
だ
。
心
苦
し
い
。

❷
見
苦
し
い
。
み
っ
と
も
な
い
。

❸
き
ま
り
が
悪
い
。
恥
ず
か
し

い
。

「
イ
タ
イ
や
つ
だ
」に
通
じ
る
心
情

《
傍
ら
痛
し
》

ク活用

か
た
はワ

ら
い
た
し

16

入
試
頻
出
は
❷
と
❸
。
失
態
を
冷
や
や
か
に
傍
観
す
る
方
の
心
情
な
の

か
、
失
態
を
見
ら
れ
て
い
て
つ
ら
く
思
う
方
の
心
情
な
の
か
を
文
脈
か
ら

区
別
し
ま
し
ょ
う
。

試
入

▼❶

▲❸

 
▼

❷

Ｈ
Ｏ
Ｐ
75

読
む
力
を
つ
け
る
基
本
語
編
◆
形
容
詞

334

古典
常識

寝し
ん

殿で
ん

造
づ
く
り

・
調
度

　（
↓
P.
179
）

・
寝し
ん
殿で
ん
（
南な

殿で
ん
）
　主
人
の
住
居
。

・
対た
い
の屋や

　家
族
の
住
居
。
北
の
対

に
は
正
妻
を
住
ま
わ
せ
た
こ
と

か
ら
、
正
妻
を
「
北き
た

の
方か
た

」
と

い
う
。

・
遣や
り

水み
ず

　外
か
ら
庭
へ
水
を
導
き

入
れ
て
作
っ
た
小
川
。

・
前せ
ん

栽ざ
い

　庭
に
植
え
こ
ん
だ
草

木
。

・
渡わ
た

殿ど
の

寝
殿
と
対
屋
を
つ
な

ぐ
、
屋
根
の
あ
る
渡
り
廊
下
。

左
右
に
壁
の
な
い
、
吹
放
し
の

も
の
（
透す
き

渡
殿
）
も
あ
る
。

・
釣つ
り
殿ど
の

　池
に
面
し
た
建
物
。
供

宴
や
納
涼
に
用
い
た
。

＊
実
際
に
は
、
こ
の
様
式
を
完
備
し
た

も
の
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。

・
築つ
い
地じ

屋
根
の
つ
い

た
土
塀
。

北の対

寝殿西の対 東の対

釣殿釣殿

■
建
物
の
部
分

▲筧
かけひ

・懸
かけ

樋
ひ

　　水をひく樋
とい

。

渡
わた

殿
どの

（透渡殿）

　◀
柴し
ば

垣が
き

　◀
小こ

柴し
ば

垣が
き▲透

すい

垣
がい

そ
の
他
の
垣

閼
あ

伽
か

棚
だな

 　仏前に供える水や花
などを置く棚。

遣水遣水

暗記に直結したイラスト
訳語や例文に沿って、単語のイメージが広がる。

最新の入試情報
頻度の高い出題形式や選択肢など、入試に直結する
情報をチェック。

コンパクトな解説　“Look＠me　　”
Twitter感覚の140字で語の成り立ちや
現代語との違いがしっかりとわかる。

な
る
ほ
ど
！　

わ
か
る
古
典
文
法
─

入
門
か
ら
大
学
入
試
対
策
ま
で

も
う
迷
わ
な
い
、
つ
ま
づ
か
せ
な
い
、

ひ
と
目
で
わ
か
る
レ
イ
ア
ウ
ト
！

漢文・文法・古文単語特集・言語文化１

漢
文
・
文
法
・
古
文
単
語

2022年
度

増　補
2022年

度

増　補

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

左のマークのついた書籍は
「Studyplusブック」にてデジタル
版をご利用可能。詳しくは右のコ
ードから！

無料アプリ「Look@古文単語337」！
苦手な単語は「My単語帳」で繰り返し復習。
App Store/Google Playにて「古文単語337」
で検索！

●
句
法
演
習
ノ
ー
ト

Ｂ
５
判
／
４
８
頁

�

定
価　

３
６
３
円

◎
別
冊
解
答
書
付

●
総
合
演
習
ノ
ー
ト

Ｂ
５
判
／
６
４
頁

�

定
価　

４
１
８
円

◎
別
冊
解
答
書
付

●
学
習
サ
ポ
ー
ト
動
画

    （
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
付
・ 

全
15
点
予
定
）

●
授
業
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

    （
句
法
・
語
彙
・
ミ
ニ

演
習
・
練
習
問
題
）

●�

本
書
・
準
拠
ノ
ー
ト
の

原
文
デ
ー
タ
（W

ord

・

一
太
郎
）

●
16
回
確
認
テ
ス
ト�

���

（W
ord

・
一
太
郎
）

充
実
の

Ｃ
Ｄｰ

Ｒ
Ｏ
Ｍ

別
冊
準
拠

ノ
ー
ト

サンプル
はこちら

日本の歴史事項
や文学作品など、
古文や歴史総
合・日本史との
横断的知識が学
べます。

●
解
説
動
画
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
付
・
全
15
回
）

●
練
習
問
題
・
活
用
表
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

●
本
書
・
準
拠
ノ
ー
ト
の
原
文
デ
ー
タ（W

ord

）

●
確
認
テ
ス
ト
（
40
回
×
2
パ
タ
ー
ン
）

●
本
書
の
問
題
＋
解
答
記
入
用
紙

●
本
書
Ｐ
Ｄ
Ｆ

●
教
授
資
料

充実の
ＣＤｰＲＯＭ



7 � 6定価は税込10%価格。 はテストメーカーCDにてご提供（ｐ16）。 は原文等のテキストデータ。 はアプリにてご利用可。 は「Studyplusブック」にてデジタル版がご利用可。

古典・古文・小倉百人一首

古
典
・
古
文
・
小
倉
百
人
一
首

著
者　

三
木　

幸
信�

　
　
　

中
川　

浩
文�

Ａ
５
判
／
１
３
６
頁

�

定
価　

４
０
８
円

●
１
首
に
つ
き
１
ペ
ー
ジ
を
割
き
、
鑑
賞
や
文
法
チ
ェ
ッ
ク
・

修
辞
法
・
品
詞
分
解
・
語
法
一
覧
表
を
設
け
た
。

●
20
首
毎
に
総
合
練
習
問
題
（
計
５
回
分
）
を
設
け
た
。

編
者　

倉
本　

光
雄�

　
　
　

岩
田　

晋
次�

Ａ
５
判
／
３
２
頁

�

定
価　

１
７
８
円

◎
別
冊
解
答
書
付

●
用
言
・
助
動
詞
・
助
詞
な
ど
の
演
習
に
役
立
つ
問
題
集
。
古

典
学
習
全
体
の
基
礎
力
養
成
に
も
最
適
！

評
解　
新
小
倉
百
人
一
首

文
法
レ
ッ
ス
ン　

小
倉
百
人
一
首　
演
習
ノ
ー
ト

京
都
書
房
編
集
部
編

Ｂ
５
判
／
２
４
頁　

定
価��

１
５
７
円

書
い
て
覚
え
る　

小
倉
百
人
一
首　
暗
唱
シ
ー
ト

京
都
書
房
編
集
部
編

Ｂ
５
判
／
１
６
頁　

定
価��

１
５
７
円

書
い
て
覚
え
る　

古
典
文
法
・
用
言
活
用
シ
ー
ト

京
都
書
房
編
集
部
編

Ｂ
５
判
／
３
２
頁　

定
価��

２
０
９
円

書
い
て
覚
え
る　

古
典
文
法
・
助
動
詞
確
認
シ
ー
ト

学
習
と
演
習
が
で
き
る
小
倉
百
人
一
首
の
決
定
版

小
倉
百
人
一
首
を
中
心
に
文
法
を
効
果
的
に
学
習

書
い
て
覚
え
る
・
理
解
す
る

編
者　

島
津　

忠
雄�

　
　
　

櫟
原　
　

聰�
Ａ
５
判
／
１
４
４
頁（
全
カ
ラ
ー
刷
）

�
定
価　

５
８
６
円

●
鑑
賞
や
解
説
は
高
校
生
に
必
要
十
分
な
知
識
を
簡
明
に
要
約
。

●
学
習
編
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
品
詞
分
解
、
修
辞
図
解
を
掲

載
。
文
法
・
修
辞
の
演
習
で
、
基
礎
が
身
に
つ
く
。

編
者　

岩
田　

晋
次�

Ｂ
５
判
／
３
２
頁

�

定
価　

４
１
９
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
付

◎
付
録
確
認
テ
ス
ト

●
教
科
書
頻
出
の
説
話
を
読
み
な
が
ら
、
文
法
の
基
礎
で
あ
る

用
言
の
活
用
を
身
に
つ
け
る
。

●
確
認
テ
ス
ト
付
。
夏
休
み
等
の
課
題
学
習
と
し
て
も
。

編
者　

村
本　

正
紀�

　
　
　

近
藤　
　

衛�

Ｂ
５
判
／
３
２
頁

�

定
価　

４
１
９
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
付

◎
付
録
確
認
テ
ス
ト

●
教
科
書
頻
出
の
随
筆
を
読
み
な
が
ら
、
助
動
詞
の
は
た
ら
き

を
身
に
つ
け
る
。

●
確
認
テ
ス
ト
付
。
冬
・
春
休
み
等
の
課
題
学
習
と
し
て
も
。

編
者　

能
智　

憲
二�

Ｂ
５
判
／
３
２
頁

�

定
価　

４
１
９
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
付

◎
付
録
確
認
テ
ス
ト

●
ド
リ
ル
・
文
章
題
で
現
代
語
訳
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

●
共
通
テ
ス
ト
・
二
次
試
験
の
記
述
に
対
応
。

●
確
認
テ
ス
ト
付
。
文
法
学
習
の
総
仕
上
げ
に
最
適
。

カ
ラ
ー　

小
倉
百
人
一
首　
二
訂
版

文
法
レ
ッ
ス
ン
Ⅰ　
用
言
編
━
説
話
を
読
む�

文
法
レ
ッ
ス
ン
Ⅱ　
助
動
詞
編
━
随
筆
を
読
む�

文
法
レ
ッ
ス
ン
Ⅲ　
敬
語
・
助
詞
・
識
別
編�

オ
ー
ル
カ
ラ
ー�

最
も
親
し
み
や
す
い
古
典
の
入
門
書

作
品
を
読
ん
で
文
法
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る

文
法
の
学
習
に
重
点
を
置
い
た
古
文
問
題
集

ア
ク
セ
ス
で
文
法
攻
略�

古
文
演
習�

１・２�

京
都
書
房�

「
ア
ク
セ
ス
」�

編
集
委
員
会
編�

Ｂ
５
判
／
６
４
頁

�

定
価　

６
９
３
円

◎
別
冊
解
説
書（
１
２
８
頁
）

＋
解
答
書
（
８
頁
）
付

◎
別
冊
文
法
学
習
ノ
ー
ト

（
３
２
頁
）
付

◎
補
充
問
題
デ
ー
タ
付

◎�

バ
ラ
解
答
・
解
説
別
価

１
３
２
円

●
各
回
に
「
ア
ク
セ
ス
」（
＝
文
法
事
項
）
を
一
つ
採
り
上
げ
、

文
法
攻
略
を
目
指
す
。

●
１
集
・
２
集
と
も
に
、
問
題
は
30
題
。

・
１
集
…�

歴
史
的
仮
名
遣
い
か
ら
用
言
・
助
動
詞
を
中
心

に
敬
語
ま
で
。

・
２
集
…�

用
言
・
助
動
詞
の
復
習
か
ら
助
詞
・
敬
語
・
識
別
ま
で
。

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く�

マ
ス
タ
ー
古
典
２�

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会�

国
語
部
会
編�

Ｂ
５
判
／
６
４
頁

�

定
価　

６
６
０
円

◎
別
冊
解
説
書
１
２
４
頁
＋
解
答
書
８
頁

◎
補
充
問
題
デ
ー
タ
付

◎
バ
ラ
解
説
別
価
１
３
２
円

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く�

マ
ス
タ
ー
古
文
２・３�

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会�

国
語
部
会
編�

Ｂ
５
判
／
６
４
頁

�
定
価　

６
６
０
円

◎
別
冊
解
説
書
（
２
集
）
１
２
４
頁
・（
３
集
）

１
２
０
頁
＋
解
答
書
８
頁

◎
補
充
問
題
デ
ー
タ
付

◎
バ
ラ
解
説
別
価
１
３
２
円

ア
ド
バ
ン
ス
シ
リ
ー
ズ　

五
つ
の
ワ
ー
ク
で
国
語
力
向
上
！

ア
ド
バ
ン
ス
古
典　
１・２・３�

編
者　

松
永�

惠
一�

Ｂ
５
判
／
５
６
頁

�

定
価　

６
２
７
円

◎
別
冊
解
説
書

　

１
集（
１
０
４
頁
）

　

２
・
３
集（
１
１
２
頁
）

　

解
答
書（
８
頁
）付

◎
補
充
問
題
デ
ー
タ
付

◎
バ
ラ
解
説
別
価
１
３
２
円

❶
幅
広
い
時
代
か
ら
興
味
が
持
て
る
出
典
を
用
意
。

❷【
古
文
】
古
文
単
語
・
古
典
文
法
の
チ
ェ
ッ
ク
。�

　
【
漢
文
】
重
要
語
彙
の
確
認
。

❸
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
、
あ
ら
す
じ
を
つ
か
む
。

❹
内
容
の
理
解
を
促
す
設
問
を
解
く
。

❺
重
要
語
彙
と
文
法
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
定
着
を
図
る
。

マ
ス
タ
ー
古
文
２

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く

マ
ス
タ
ー
古
文

　２

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く

京
都
書
房

「
速
読
古
典
」
編
集
委
員
会
編

Ａ
４
判
／
３
２
頁

�

定
価　

４
９
５
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
３
２
頁

◎
補
充
問
題
デ
ー
タ
付

す
ら
す
ら
読
め
る　

速
読
古
典
Ⅰ�

●「
速
読
」�

目
安
時
間
内
に
要

点
を
つ
か
み
な
が

ら
す
ら
す
ら
読
む
。

　
　●「

復
習
」�

省
略
部
分
の
補
い
、

重
要
単
語
・
語
彙
や

文
法
事
項
を
意
識
し

て
じ
っ
く
り
読
む
。

●
解
答
解
説
書
で
は
、

古
典
常
識
や
速
読
の

ポ
イ
ン
ト
も
解
説
。

◎�

バ
ラ
解
答
を
ご
入
用
の
際

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
速
読
」と「
復
習
」で
完
成
！

新 刊

4

1

「
古
今
著
聞
集
」

復 習

正答数

12

　
　
　
傍
線
部
①
〜
⑤
に
つ
い
て
、
本
文
横
の

を
埋
め
、
文
法
の
説
明
を
完
成
さ
せ
よ
。

　
　
　
本
文
横
の

に
省
略
さ
れ
た
語
句
を
記
せ
。（
本
文
中
の
語
句
で
答
え
る
こ
と
。）

省略
Ｑ

　
　
　
波
線
部
㋐
〜
㋓
の
本
文
中
で
の
意
味
を
答
え
よ
。（
終
止
形
で

よ
い
。）

㋐
〔

〕

㋑
〔

〕

㋒
〔

〕

㋓
〔

〕

そ
の
他
の
覚
え
て
お
き
た
い
単
語

愛
づ
…
①
愛
す
る
。
②
ほ
め
る
。
❸
好
む
。
④
感
動
す
る
。

思
は
ず
な
り
…
❶
思
い
が
け
な
い
。
②
心
外
だ
。

め
で
た
し
…
❶
す
ば
ら
し
い
。
立
派
だ
。
②
喜
ば
し
い
。

単語
Ｑ

文法
Ｑ

15

　
美
濃
国
に
貧
し
く㋐
賤い

や

し
⌇⌇

き
⌇⌇

男
⌇⌇

あ
り
け
り
。①
老
い
た
る
父
を
も
ち
た
り
け
る
を
、
こ
の
男
、
山

の
木
草
を
採
り
て
、
そ
の
価あ
た
ひ

を②
え
て
父
を
養や
し
な

ひ
け
り
。
こ
の
父
、
朝
夕㋑
あ⌇⌇
な⌇⌇
が⌇⌇
ち⌇⌇
に⌇⌇
酒
を
愛め

で

ほ
し
が
り
け
れ
ば
、
な
り
ひ
さ
ご
と
い
ふ
物
を
腰
に
つ
け
て
、
酒
売
る
家
に
の
ぞ
み
て
、
常
に

こ
れ
を㋒
こ⌇⌇
ひ⌇⌇
て
父
を
養
ふ
。
あ
る
時
山
に
入い

り
て
薪た
き
ぎ

を
採
ら
ん
と
す
る
に
、
苔こ
け

深
き
石
に
す
べ

り
て
、
う
つ
ぶ
し
に
ま
ろ
び
た
り
け
る
に
、
酒
の
香
の
し
け
れ
ば
、
思
は
ず
に㋓
あ⌇⌇
や⌇⌇
し⌇⌇
く⌇⌇
て
、

そ
の
あ
た
り
を
見
る
に
、
石
の
中
よ
り
水
流
れ③
出い

づ
る
所
あ
り
。
そ
の
色
酒
に④
似
た
り
け
れ
ば
、

汲く

み
て⑤
な
む
る
に
、
め
で
た
き
酒
な
り
。

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

主語

　
　
　
　
　
　
　
　は

主語

　
　
　
　
　
　
　
　が

主語

　
　
　
　
　
　
　
　が

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形
動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

動 詞

　
　
　
　行

　
　
　
　
　
　
　活
用

　
　
　
　
　
　
　形

3

古
文

漢
文

1

15

美＊

濃
国
に
貧
し
く
賤い
や

し
き
男
あ
り
け
り
。
老
い
た
る
父
を
も
ち
た
り
け
る
を
、
こ
の
男
、
山

の
木
草
を
採
り
て
、
そ
の

代
価価

あ
た
ひを

え
て
父
を
養や
し
なひ

け
り
。
こ
の
父
、
朝
夕
あ
な
が
ち
に
酒
を
愛め

で

ほ
し
が
り
け
れ
ば
、
な＊

り
ひ
さ
ご
と
い
ふ
物
を
腰
に
つ
け
て
、
酒
売
る
家
に
の行っ

て
、
ぞ
み
て
、
常
に

こ
れ
を
こ
ひ
て
父
を
養
ふ
。
あ
る
時
山
に
入い

り
て
薪
＊

を
た
き
ぎ

採
ら
ん
と
す
る
に
、
苔
＊

深
こ
け

き
石
に
す
べ

り
て
、
ううつ

ぶ
せ
に

つ
ぶ
し
に
ま転ん

で
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、

ろ
び
た
り
け
る
に
、
酒
の
香
の
し
け
れ
ば
、
思
は
ず
に
あ
や
し
く
て
、

そ
の
あ
た
り
を
見
る
に
、
石
の
中
よ
り
水
流
れ
出い

づ
る
所
あ
り
。
そ
の
色
酒
に
似
た
り
け
れ
ば
、

汲く

み
て
ななめ

る
と
、

む
る
に
、
めすば

ら
し
く
上
質
な

で
た
き
酒
な
り
。

＊
美
濃
国
…
現
在
の
岐
阜
県
。

＊
な
り
ひ
さ
ご
…
ひ
ょ
う
た
ん
。

＊
薪
…
燃
料
と
し
て
使
う
木
。

＊
苔
…
湿
っ
た
岩
・
木
な
ど
に
へ
ば
り
つ
い
て
生
え
る
植
物
。

語
注

「
古こ

今こ
ん

著ち
ょ

聞も
ん

集じ
ゅ
う

」

◆
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

問
１
　
傍
線
部
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

ア
　
年
老
い
た
父
が
朝
か
ら
晩
ま
で
ず
っ
と
酒
を
好
ん
で
飲
み
続
け
て
い
る
の
で
、

イ
　
年
老
い
た
父
が
一
日
中
む
や
み
や
た
ら
に
好
き
な
酒
を
飲
み
た
い
と
言
う
の
で
、

ウ
　
美
濃
国
に
住
む
男
が
酒
好
き
の
父
の
た
め
に
毎
日
酒
を
探
し
回
っ
た
と
こ
ろ
、

エ
　
美
濃
国
に
住
む
男
が
頻
繁
に
酒
を
求
め
て
く
る
父
に
酒
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
、

問
２
　
本
文
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

ア
　
貧
し
く
と
も
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
息
子
に
対
し
て
、
父
が
恩
返
し
を
し
た
。

イ
　
酒
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な
い
父
に
対
し
て
、
息
子
が
酒
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

ウ
　
父
に
対
し
て
孝
行
す
る
息
子
が
、
思
い
が
け
ず
父
の
求
め
る
酒
が
湧
き
出
る
場
所
を
発
見
し
た
。

エ
　
父
に
酒
を
飲
ま
せ
る
た
め
に
息
子
が
酒
の
湧
き
出
る
と
言
わ
れ
る
場
所
を
探
し
て
旅
に
出
た
。

速 読

字　数

正答数

232字
目安時間

4分

2

1011

　
侍
七
、
八
人
を
な
ら
べ
居
さ
せ
て
、
端
に
居
た
る
よ
り
次
第
に
肩
を
踏
み
て
、
沓
を
は
き
な
が
ら
小
鞠
を
蹴�

ら
れ
け
り
。
そ
の
中
に
法
師
一
人
あ
り
け
る
を
ば
、
肩
よ
り
や
が
て
頭
を
踏
み
て
通
ら
れ
け
り
。
か
く
す
る�

こ
と
一
両
反
終
は
り
て
、
鞠
を
と
り
て
、「
い
か
が
お
ぼ
ゆ
る
」
と
問
は
れ
け
れ
ば
、「
肩
に
御
沓
の
当
た
り
候�

ふ
と
は
お
ぼ
え
候
は
ず
。
鷹
を
手
に
据
ゑ
た
る
ほ
ど
に
ぞ
お
ぼ
え
候
ひ
つ
る
」
と
お
の
お
の
申
し
け
り
。
法
師�

は
ま
た
、「
平
笠
を
着
た
る
ほ
ど
の
心
地
に
て
候
ひ
つ
る
ぞ
」
と
ぞ
申
し
け
る
。

　
ま
た
、
父
の
卿
に
具
し
て
、
清
水
寺
に
籠
ら
れ
た
り
け
る
時
、「
舞
台
の
高
欄
を
、
沓
は
き
な
が
ら
、
渡
り�

つ
つ
鞠
を
蹴
ん
」
と
思
ふ
心
つ
き
て
、
す
な
は
ち
西
よ
り
東
へ
蹴
て
渡
り
け
り
。
ま
た
立
ち
返
り
西
へ
返
ら
れ�

け
れ
ば
、
見
る
者
目
を
驚
か
し
、
色
を
失
ひ
け
り
。

ア（
　
　
行
　
　
　
　
活
用
　

）

Ａ〔
　
　
　
　

　

詞
　

〕

Ｂ〔
　
　
　
　

　

詞
　

〕

Ⅰ【
　
　
　
　
】
イ（
　
　
行
　
　
　
　
活
用
　

）
Ⅱ【
　
　
　
　
】

ウ（
　
　
行
　
　
　
　
活
用
　

）

Ｃ〔
　
　
　
　

　

詞
　

〕

Ⅲ【
　
　
　
　
】

Ｄ〔
　
　
　
　

　

詞
　

〕

Ⅳ【
　
　
　
　
】

エ（
　
　
行
　
　
　
　
活
用
　

）

オ（
　
　
行
　
　
　
　
活
用
　

）

15

本
文
チ
ェ
ッ
ク

①�

ア
〜
オ
の
動
詞
の
、
活
用
の
種
類
を
右
に

書
き
な
さ
い
。

②

Ａ
〜
Ｄ
の
語
の
品
詞
を
右
に
書
き
な
さ
い
。

③�

せ
り
ふ
の
頭
の【
　
】Ⅰ
〜
Ⅳ
に
、
誰
の
発
言

か
を
次
か
ら
選
ん
で
書
き
な
さ
い
。
な
お
、

本
文
は
成
通
に
関
す
る
逸
話
で
あ
る
。

　【
成
通
・
侍
・
法
師
・
父
】

語
彙
力 

✚

問
1
　
次
の
語
句
の
読
み
を
、
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
よ
。

1
　
沓
〔
１
〕（
　
　
　
　
）　
　
　
　
2
　
小
鞠
〔
１
〕（
　
　
　
　
　
）

3
　
頭
〔
２
〕（
　
　
　
　
　
）　
　
　
4
　
平
笠
〔
５
〕（
　
　
　
　
　
　
　
）

5
　
高
欄
〔
６
〕（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

問
2
　
次
の
語
句
の
意
味
に
つ
い
て
、
空
欄
を
埋
め
よ
。

1
　
居
る
〔
１
〕　（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

2
　
お
ぼ
ゆ
〔
３
〕　
①
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　�

②
（
人
か
ら
）
思
わ
れ
る

　
　�

③
思
い
出
す
　
　
④
似
る

問
3
　
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
、
現
代
語
訳
に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

1�
　
立
て
籠こ

め
た
る
所
の
戸
、
す
な
は
ち
た
だ
あ
き
に
あ
き
ぬ
。
　�

（
竹
取
物
語
）

　�

　
閉
め
き
っ
て
あ
る
場
所
の
戸
が
、（
　
　
　
）た
だ
も
う
す
っ
か
り
開
い
て
し

ま
っ
た
。

ア
　
そ
こ
で
　
　
　
イ
　
す
ぐ
に

ウ
　
そ
の
ま
ま
　
　
エ
　
次
第
に

2�
　「
た
だ
買
ひ
に
買
は
む
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
成
方
色
を
失
ひ
て
、「
さ
る
事
申
さ

ず
」
と
言
ふ
。�

（
十
訓
抄
）

　�

　「
ぜ
ひ
と
も
買
お
う
」
と
（
俊と

し

綱つ
な

が
）
言
っ
た
の
で
、
成
方
は
（
　
　
　
）、「
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
申
し
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。

ア
　
失
望
し
　
　
　
　
イ
　
と
て
も
喜
び

ウ
　
顔
色
を
失
い
　
　
エ
　
真
っ
赤
に
な
り

文
法
力 

✚

問
4
　
次
の
活
用
表
の
空
欄
を
埋
め
よ
。

基
本
形
語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形
活
用
の
種
類

似
る

射
る

干ひ

る
蹴
る

問
5
　
次
の
文
中
か
ら
上
一
段
活
用
の
動
詞
を
抜
き
出
し
、
そ
の
活
用
形
も
答
え
よ
。

1
　「
こ
こ
に
召
し
て
、
率
て
参
り
た
り
」�

（
宇
治
拾
遺
物
語
）

抜
き
出
し（
　
　
　
　
　
　
　
　
）　
活
用
形（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

2
　
山さ

ん

沢た
く

に
遊
び
て
魚ぎ

よ

鳥て
う

を
見
れ
ば
心
楽
し
ぶ
。
　�

（
徒
然
草
）

抜
き
出
し（
　
　
　
　
　
　
　
　
）　
活
用
形（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

3
　
唐か

ら

衣ぎ
ぬ

も
汗か

衫ざ
み

も
着
ず
、
み
な
う
ち
と
け
た
れ
ば
、�

（
源
氏
物
語
）

抜
き
出
し（
　
　
　
　
　
　
　
　
）　
活
用
形（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

探

　究

問
6
　
成
通
は
、
自
分
の
技
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
誇
示
し
て
い
た
。
自
分
が
人
並
外

れ
た
才
能
を
も
っ
て
い
た
場
合
、
周
り
の
人
に
対
し
て
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
な

振
る
舞
い
を
す
る
か
。

ア
　
腕
を
見
せ
び
ら
か
す
。

イ
　
誰
に
も
知
ら
せ
な
い
。

ウ
　
親
し
い
人
に
だ
け
見
せ
る
。

（�

理
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

5
説話

古こ

今こ
ん

著ち
ょ

聞も
ん

集じ
ゅ
う

　
蹴け

鞠ま
り

の
離
れ
わ
ざ�

動
詞
③

　上
一
段
・
下
一
段
活
用

　覚
え
て
お
き
た
い
文
法
事
項
・
古
文
単
語
な
ど
を
メ

モ
し
よ
う
。

16

新
傾
向

次
の【
資
料
】は
、
成
通
卿
が
蹴
鞠
に
つ
い
て
書
い
た
『
成な
り

通み
ち

卿き
ょ
う

口く

伝で
ん
日
記
』
の
一
節
で
あ
る
。
ま
た
、【
資
料
】の
後
の
会
話
は
、本
文
と【
資

料
】と
を
比
較
し
て
、
生
徒
た
ち
が
話
し
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。�

【
資
料
】�

一
　
我
鞠
を
好
み
し
こ
と

　
日
を
欠
か
さ
ざ
る
こ
と
二
千
日
な
り
。
そ
の
間
、
病
気
の
時
は

臥ふ

し
寝
転
び
な
が
ら
な
が
ら
鞠
を
足
に
当
て
き
。
大
雨
さたい

そ
う
降
っ
た
時
に
は

か
り
な
り
し
に
は
、
大だ
い

極ご
く

殿で
ん

へ
行
き
て
上
げ
き
。
か
や
う
に
好
む
人
は
昔
も
今
も
誰誰か

い
た
かだ

ろ
う
か
、
あ

りいや
い
な
い
。

し
。
大
方
鞠
の
庭
に
立
つ
こ
と
、
日
を
数
ふ
れ
ば
七
千
日
な
り
。

そ
の
外
、
家
の
内
に
小
鞠
に
上
ぐ
る
こ
と
時時を

問
題
と
し
な
い

を
嫌
は
ず
。
月
の
夜
、

沙さ

汰た

に

言
う
ま
で
も
な
い
及
ば
ず
。
立た
ち

明あ
か
し

、
灯
台
の
火
の
光
に
て
も
稽
古
を
せ
し

か
ば
、
人
憎
み
そ
し
り
あ
ひ
た
り
。

（
注
）　
大�

極
殿
＝
天
皇
が
政
務
を
と
っ
た
り
儀
式
を
行
っ
た
り
す
る
宮
中
で
重
要

な
場
所
。

　
　
　
立
明
＝
た
い
ま
つ
。
　
　
灯
台
＝
照
明
器
具
。

生
徒
Ａ�

―
本
文
か
ら
も【
資
料
】か
ら
も
、
成
通
卿
は
人
々
の
想
像
を
超
え
た
行
動

を
し
て
い
る
ね
。
そ
の
成
通
に
つ
い
て
、
人
々
は
本
文
の
清
水
寺
の
場
面

で
は
「

Ⅰ

」
と
い
う
反
応
を
、【
資
料
】で
は
「

Ⅱ

」
と
い
う

反
応
を
し
て
い
る
よ
ね
。

生
徒
Ｂ
―
清
水
寺
で
は
、
何
で
こ
ん
な
芸
当
が
で
き
た
ん
だ
ろ
う
。

生
徒
Ａ�

―
【
資
料
】
に
も
、
成
通
自
身
が
自
分
の
し
た
稽
古
に
つ
い
て
書
い
て
い

る
ね
。
病
気
の
時
で
も

Ⅲ

な
が
ら
、
ま
た
雨
の
日
に
は

Ⅳ

で

鞠
を
蹴
っ
て
い
る
。
七
千
日
も
稽
古
を
し
て
い
る
ね
。
そ
こ
ま
で
稽
古
を

す
れ
ば
鞠
を
自
由
自
在
に
操
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

生
徒
Ｂ�

―
で
も
、

Ⅴ

成
通
の
行
為
が

Ⅱ

と
い
う
人
々
の
反
応
を
生
ん

だ
ん
だ
ね
。

⑴
空
欄
Ⅰ
・
Ⅱ
に
入
る
言
葉
と
し
て
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。�

〈
2
点
×
2
〉

ア�

　
批
判
　
　
イ�

　
称
賛
　
　
ウ�

　
驚
嘆
　
　
エ�

　
後
悔

Ⅰ

Ⅱ

⑵
空
欄
Ⅲ
・
Ⅳ
に
入
る
言
葉
を【
資
料
】か
ら
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

�

〈
2
点
×
2
〉

Ⅲ

Ⅳ

⑶
空
欄
Ⅴ
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。�

〈
3
点
〉

ア�

　
月
さ
え
出
て
い
れ
ば
、
鞠
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
真
夜
中
ま
で
稽
古
を
し
た

イ�

　
火
を
灯
し
た
明
る
い
中
で
、
大
騒
ぎ
し
な
が
ら
稽
古
を
し
た

ウ
　
時
や
場
所
を
気
に
せ
ず
、
夜
中
に
火
を
灯
し
て
ま
で
稽
古
を
し
た

エ
　
本
来
屋
外
で
す
る
べ
き
な
の
に
、
い
つ
も
家
の
中
で
稽
古
を
し
た

問
七

▼第１回本書（復習）

◀
第
１
回
本
書（
速
読
）

◀
別
冊
ノ
ー
ト

◀
本
書

本文の流れをつかむイラスト

本文再掲による省略部分・
文法事項の確認

二段階学習

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
読
解
力
を
向
上
！

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く�

マ
ス
タ
ー
古
典
１�

二
訂
版�

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く�

マ
ス
タ
ー
古
文
１�

二
訂
版�
2022年

度

改　訂

マ
ス
タ
ー

古
文

二訂版

京
都
書
房

京
都
書
房

1

ポイント
書く解く

マス
タ
ー
古
文

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く

二
訂
版

1

1

9 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

2 3 4 5 6 7 8

年　　　組　　　番　　　氏名

ISBN978-4-0000-0000-0
C0000 ￥600E

定価 本体 600 円＋税

マ
ス
タ
ー

古
典

二訂版

京
都
書
房

京
都
書
房

ポイント
書く解く

マス
タ
ー
古
典

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く

二
訂
版

1

1

1

9 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

2 3 4 5 6 7 8

年　　　組　　　番　　　氏名

ISBN978-4-0000-0000-0
C0000 ￥600E

定価 本体 600 円＋税

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育�

研
究
会　

国
語
部
会
編�

Ｂ
５
判
／
８
０
頁

�

定
価　

６
９
３
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書

　
（
古
典
）
１
３
６
頁
・

　
（
古
文
）
１
４
４
頁

◎
別
冊
ノ
ー
ト
７
６
頁

◎
補
充
問
題
デ
ー
タ
付

◎
バ
ラ
解
説
別
価
１
３
２
円

NEW  

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
・
新
課
程
に
対
応

し
た
改
訂

●�

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
へ
の
対
応
と
し
て
新
傾

向
問
題
を
12
課
に
プ
ラ
ス
。

●�

巻
末
に
古
典
に
関
わ
る
現
代
評
論
を
掲
載
し
、

言
語
文
化
の
指
導
に
配
慮
。

●�

各
回
の
着
眼
点
や
各
問
い
の
目
的
を
明
記
。

●�

省
略
部
分
の
補
い
、
文
法
確
認
の
ふ
き
だ
し
に

も
解
説
を
加
え
、
理
解
を
促
進
。

　
　
　
　
　
　

�

ふ
き
だ
し
に
主
語
や
助
詞
、
接
続
詞

を
補
え
ば
古
文
・
漢
文
が
読
め
る
！

　
　
　
　
　
　

�

要
約
の
穴
埋
め
で
ス
ト
ー
リ
ー
の

理
解
が
深
ま
る
！

　
　
　
　
　
　

�

授
業
に
即
し
た
ポ
イ
ン
ト
学
習
で

古
文
・
漢
文
が
読
み
や
す
く
な
る
！

●�

別
冊「
語
彙
・
文
法
ノ
ー
ト
」で
予
習
・

復
習
が
で
き
る
。

ふ
き
だ
し

わ
し
づ
か
み

つ
ぼ

２
・
３
も
順
次
改
訂
予
定 ２も順次

改訂予定

特集・言語文化２



9 � 8定価は税込10%価格。 はテストメーカーCDにてご提供（ｐ16）。 は原文等のテキストデータ。 はアプリにてご利用可。 は「Studyplusブック」にてデジタル版がご利用可。

編
者　

樺
島　

忠
夫�

　
　
　

橋
本　

志
保�

コ
ン
プ
リ
ー
ト�

Ｂ
５
判
／
１
７
６
頁

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

ベ
ー
シ
ッ
ク�

Ｂ
５
判
／
１
６
８
頁

◎
別
冊
解
答
書
付

�

定
価　

各
６
３
８
円

◎
「
く
り
返
し
練
習
帳
」
付
属

◎
充
実
し
た
付
録　
　

Ｃ
Ｄｰ

Ｒ
Ｏ
Ｍ

・
漢
検�
級
別
模
擬
テ
ス
ト
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

・�

確
認
テ
ス
ト
18
回
（
36
回
と
し
て
も
使
え
る
）
×
３
種

・
書
き
と
り
シ
ー
ト

・
本
冊
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

・�「
く
り
か
え
し
練
習
帳
」6・7
級
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

常
用
漢
字
の
級
別
学
習��

二
訂
版�

●
コ
ン
プ
リ
ー
ト
→ 

解
答
は
下
段
に
刷

り
込
み

●
ベ
ー
シ
ッ
ク
→
解
答
は
別
冊

※
設
問
は
二
冊
同
一

●
各
級
５
～
９
回
の
レ
ッ
ス
ン
。
多
様

な
問
題
で
漢
字
の
総
合
力
を
身
に

つ
け
る
。

　

１ 

．
漢
字
表
で
し
っ
か
り
学
習
内

容
を
把
握
。

　

２ 

．
付
属
ノ
ー
ト
「
く
り
返
し
練

習
帳
」
で
漢
字
を
く
り
返
し
書

い
て
練
習
。

　

３ 

．
覚
え
た
漢
字
を「
読
み
」「
書
き
」

「
総
合
」
問
題
で
確
認
し
、
定
着

を
図
る
。

●�

級
ご
と
に
、
漢
字
検
定
必
出
の
「
類

義
語
・
対
義
語
、
同
音
同
訓
異
義
、

四
字
熟
語
」の
ま
と
め
問
題
を
特
集
。

●�

大
き
く
開
き
、
書
き
込
み

や
す
い
製
本
方
式
を
採
用
。

読
み
・
書
き
・
総
合
問
題
。
自
主
学
習
の
決
定
版
！

コンプリートベーシック

編
者　

能
智　

憲
二

Ｂ
６
判
／
２
８
８
頁

�

定
価　

８
１
４
円

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

◎
確
認
赤
色
シ
ー
ト
付

◎
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
・
確
認
テ
ス

ト
・
書
き
と
り
シ
ー
ト
を
付
録

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
て
ご
提
供

◎
３
種
類
の
確
認
テ
ス
ト　

別
価

１
５
４
円

　

①
32
回
テ
ス
ト
（
各
回
20
問
）

　

②�

50
回
テ
ス
ト
（
各
回
10
問
）

（
25
回
と
し
て
も
使
え
る
）

Ａ
タ
イ
プ
（「
プ
ラ
ス
・
１
」

を
含
ま
な
い
）

Ｂ
タ
イ
プ
（「
プ
ラ
ス
・
１
」

を
含
む
） 京

都
書
房
編
集
部
編�

Ｂ
５
判
／
１
９
２
頁

�

定
価　

６
３
８
円

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

◎
「
く
り
返
し
練
習
帳
」
付
属

◎
充
実
し
た
付
録　
　

Ｃ
Ｄｰ

Ｒ
Ｏ
Ｍ

・�

漢
検
合
格
の
た
め
の「
級
別
模
擬
テ
ス
ト
」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

・�

印
刷
す
る
だ
け
で
使
え
る
「
漢
字
小
テ
ス
ト
」
25

回
×
３
種

・�

独
自
テ
ス
ト
の
作
成
等
に
便
利
な
「
本
冊
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
」

・�「
く
り
か
え
し
練
習
帳
」6
・
7
級
デ
ー
タ（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

入
試
漢
字
2500　
プ
ラ
ス・１　
改
訂
版

�
�

9784763730169

1927081007409

●
大
学
入
試
問
題
を
調
査
精
選
し
、
2500
語

を
配
列
。

●
共
通
テ
ス
ト
に
も
対
応
。
下
段
の
「
プ

ラ
ス
・
１
」
に
取
り
組
め
ば
類
書
最

多
の
延
べ
5000
語
の
学
習
が
可
能
。

●
読
み
問
題
の
中
の
「
書
け
る
」
こ
と
も

必
要
な
漢
字
に
網
掛
け
を
し
て
強
調
。

●
最
新
の
「
入
試
コ
ラ

ム
」
を
掲
載
。

●
読
ん
で
覚
え
る
「
評

論
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を

掲
載
。
現
代
評
論
を

読
む
た
め
の
重
要

語
・
哲
学
用
語
を
説

明
。

受
験
用
の
漢
字
力
を
育
む
上
段
と
下
段
の
二
段
階
学
習

□
　①
　

□
　②
　

□
　③
　

□
　④
　

□
　⑤
　

□
　⑥
　

□
　⑦
　

□
　⑧
　

□
　⑨
　

□
　⑩
　

□
　⑪
　

□
　⑫
　

178179

□
　⑬
　

□
　⑭
　

□
　⑮
　

□
　⑯
　

□
　⑰
　

□
　⑱
　

□
　⑲
　

□
　⑳
　

□
　㉑
　

□
　㉒
　

□
　㉓
　

□
　㉔
　

□
　㉕
　

																									

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

㉑
　

㉒
　

㉓
　

㉔
　

㉕
　

㉕旧套＝昔のままの古いやり方。	 ⑭伯仲＝よく似て優劣がない。 ⑥無謬＝誤りのないこと。	⑤惑溺＝心をうばわれ、正しい判断ができないこと。

 第 85 回　読み取り―音読み 

破や
ぶ

れ
綻ほ

こ
ろ

び
る
。

類
実
力
が
伯ハ

ク

仲チ
ュ
ウ

す
る
。

紐ひ
も

と
帯お
び

。

疑ギ

心シ
ン

暗
鬼
に
な
る
。

現
実
か
ら
の
遊ユ

ウ

離リ

。

鉄
道
を
敷フ

設セ
ツ

す
る
。

脆も
ろ

く
て
弱よ
わ

い
。

類
自ジ

負フ

心シ
ン

を
も
つ
。

落
と
し
穴
に
陥お

ち
い

る
。

冶ヤ

金キ
ン

の
技
術
。

執シ
ュ
ウ

念ネ
ン

深
い
人
。

煩ハ
ン

雑ザ
ツ

な
事
務
。

旧キ
ュ
ウ

套ト
ウ

を
脱
す
る
。

就
職
の
周シ

ュ
ウ

旋セ
ン

。

類
首
を
挿す

げ
替か

え
る
。

気
が
緩ゆ
る（

弛
）む
。

束ソ
ク

縛バ
ク

を
受
け
る
。

酒
に
惑ワ

ク

溺デ
キ

す
る
。

理
論
の
無ム

謬ビ
ュ
ウ

性
。

蘊ウ
ン

奥
ノ
ウ（
オ
ウ
）

を
き
わ
め
る
。

遮さ
え
ぎ

り
蔽お

お

う
。

払は
ら

い
拭ぬ

ぐ

う
。

歪ゆ
が

み
曲ま

が
る
。

街
頭
で
配ハ

イ

布フ

す
る
。

業
務
を
委イ

託タ
ク

す
る
。

あ
っ
せ
ん

こ
う
て
つ

し
か
ん

じ
ゅ
ば
く

た
ん
で
き

ご
び
ゅ
う

う
ん
ち
く

し
ゃ
へ
い

ふ
っ
し
ょ
く

わ
い
き
ょ
く

は
ん
ぷ

い
し
ょ
く

は
た
ん

き
っ
こ
う

ち
ゅ
う
た
い

（
じ
ゅ
う
た
い
）

さ
い
ぎ

か
い
り

ふ
え
ん

ぜ
い
じ
ゃ
く

き
ょ
う
じ

か
ん
せ
い

と
う
や

し
つ
よ
う

は
ん
さ

じ
ょ
う
と
う

技
術
を
習
得
し
た
者
に
仕
事
を
斡紹介

す
る
。世
話
す
る

旋
す

×

る
。

職
務
怠
慢
と
指
摘
さ
れ
た
委
員
を
更その

役
目
の
人
を
変
え
る
こ
と

迭
し
た
。

五
月
は
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
精
神
も
弛ゆる

む
こ
と
。た
る
む
こ
と

緩
し

×

て
く
る
。

発
展
と
い
う
観
念
の
呪8と

ら
わ
れ
て
、心
が
自
由
を
失
う
こ
と

縛
に
と
ら
わ
れ
る
現
代
人
。

感
覚
的
快
楽
に
耽かん

ば
し
く
な
い
事
に
夢
中
に
な
る

溺8

す

×

る
主
人
公
を
描
い
た
小
説
。

彼
の
意
見
に
は
大
き
な
誤あや

ま
り
。ま
ち
が
い

謬
が
あ

×

っ
た
。

彼
は
ひ
と
し
き
り
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
蘊

深
い
知
識
を
あ
り
っ
た
け
発
揮
し
、人
に
語
る

蓄
を

×

傾
け
た
。

遮間を
物
で
さ
え
ぎ
り
、見
え
な
く
す
る

蔽8

さ
れ
た
な
か
の
様
子
は
誰
も
わ
か
ら
な
い
。

コ
ー
チ
の
檄げ
き

が
選
手
た
ち
の
不
安
を
払すっ

か
り
取
り
除
き
、消
し
去
る

拭8

し
た
。

事
実
の
歪ゆが

め
、ま
げ
る
こ
と

曲
は

×

真
実
を
隠
し
て
し
ま
う
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
頒広く

分
け
く
ば
り
、行
き
渡
ら
せ
る

布
し
て
、
商
品
の
宣
伝
を
す
る
。

忙
し
さ
の
あ
ま
り
担
当
の
案
件
を
委人に

頼
み
ま
か
せ
る
こ
と

嘱
し
た
。

些
細
な
こ
と
で
二
人
の
関
係
が
破うま

く
い
か
な
く
な
る

綻8

し
た
。

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
、
両
者
の
力
は
拮力が

ほ
ぼ
等
し
く
、互
い
に
張
り
合
う

抗
し

×

て
い
る
。

教
師
と
生
徒
が
太
い
紐つな

が
り
。き
ず
な

帯
で

×

結
ば
れ
て
い
る
。

う
ま
い
話
に
は
い
つ
も
猜鵜呑

み
に
せ
ず
、疑
っ
て
み
る

疑
心

×

を
も
つ
の
が
よ
い
。

ど
う
し
て
理
想
と
現
実
の
乖そむ

き
、は
な
れ
る
こ
と

離
が

×

起
こ
る
の
か
。

最
初
の
授
業
な
の
で
内
容
を
敷意味

を
広
げ
て
説
明
す
る
こ
と

衍
し
て

×

述
べ
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
脆もろ

く
て
よ
わ
い
こ
と

弱
な

×

体
質
は
改
善
さ
れ
た
。

就
職
し
た
ら
社
会
人
と
し
て
の
矜自分

の
能
力
を
信
じ
て
も
つ
誇
り

持
を

×

持
と
う
。

ま
ん
ま
と
相
手
の
陥おと

し
あ
な
穽
に
引

×

っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
格
の
陶練っ

て
つ
く
り
上
げ
る
こ
と

冶8

を
図
る
。

印
象
派
の
画
家
は
光
を
執しつ

こ
い
さ
ま

拗
に
追

×

い
続
け
た
。

役
所
で
書
類
の
煩こま

ご
ま
と
面
倒
な
さ
ま

瑣
な
手

×

続
き
を
さ
せ
ら
れ
た
。

窓
か
ら
の
侵
入
は
窃
盗
犯
の
常きま

っ
た
仕
方
。い
つ
も
の
や
り
方

套
手
段

×

だ
。

＝
書
き
取
り
で
も
出
題
。

⃝

＝
２
級
漢
字
　
×
＝
表
外
漢
字

読
み
取
り
―
音
読
み

　①

第
85
回

書
い
て
覚
え
る��

漢
字
練
習
ノ
ー
ト��

二
訂
版�

く
り
返
し
な
ぞ
る
。
書
け
る
。
確
実
に
漢
字
力
が
つ
く
！

●
漢
字
を
く
り
返
し
な
ぞ
っ
て
、

書
い
て
、
覚
え
ら
れ
る
。

➡
ひ
と
つ
の
漢
字
を
く
り
返
し
書

い
て
、
漢
字
力
の
定
着
を
図
れ

る
。

➡
同
じ
漢
字
を
使
っ
て
３
つ
の
熟

語
を
学
習
で
き
る
。

➡�

付
属
ノ
ー
ト
「
く
り
返
し
練
習

帳
」
で
さ
ら
に
く
り
返
し
書
い

て
練
習
で
き
る
。

●�

級
ご
と
に
漢
字
検
定
の
模
擬
問
題
の

ほ
か
、
漢
字
検
定
必
出
の
「
類
義
語
・

対
義
語
、同
音
同
訓
異
義
、四
字
熟
語
」

の
ま
と
め
問
題
を
特
集
。

●�

大
き
く
開
き
、
書
き
込
み
や

す
い
製
本
方
式
を
採
用
。

★�ふりがなつきで�
熟語も学べる

★一画目を�
　迷わない
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94
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80

仁簓
93
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79
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92
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78
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91
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77

障笙
90

就盥

傷竚

89

宗皹

将竄

88

101 100
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い

書し
ょ

諸し
ょ

悪あ
く

誠せ
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実じ
つ

除じ
ょ

草そ
う

弁べ
ん

舌ぜ
つ

伝で
ん

承し
ょ
う

聖せ
い

火か

諸し
ょ

島と
う

誠せ
い

意い

除じ
ょ

去き
ょ

毒ど
く

舌ぜ
つ

口こ
う

承し
ょ
う

盛せ
い

大だ
い

署し
ょ

名め
い

全ぜ
ん

盛せ
い

部ぶ

署し
ょ

寸す
ん

分ぶ
ん

処し
ょ

理り

寸す
ん

前ぜ
ん

処し
ょ

分ぶ
ん

推す
い

理り

純じ
ゅ
ん

白ぱ
く

推す
い

測そ
く

単た
ん

純じ
ゅ
ん

垂す
い

直ち
ょ
く

成せ
い

熟じ
ゅ
く

垂す
い

線せ
ん

習し
ゅ
う

熟じ
ゅ
く

仁じ
ん

徳と
く

縮し
ゅ
く

図ず

仁に

王お
う

圧あ
っ

縮し
ゅ
く

長ち
ょ
う

針し
ん

縦じ
ゅ
う

断だ
ん

針は
り

金が
ね

縦た
て

笛ぶ
え

蒸じ
ょ
う

散さ
ん

従じ
ゅ
う

事じ

蒸じ
ょ
う

発は
つ

主し
ゅ

従じ
ゅ
う

障し
ょ
う

害が
い

大た
い

衆し
ゅ
う

支し

障し
ょ
う

群ぐ
ん

衆し
ゅ
う

傷し
ょ
う

心し
ん

就し
ゅ
う

任に
ん

無む

傷き
ず

去き
ょ

就し
ゅ
う

主し
ゅ

将し
ょ
う

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

武ぶ

将し
ょ
う

改か
い

宗し
ゅ
う
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事じ

蒸じ
ょ
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傷し
ょ
う

心し
ん
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う
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4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ
い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た
ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し
ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
る
こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
る
こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
本
ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
民
が
カ
ク
メ
イ
を
起
こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と

彼か
の

女じ
ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
人
だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
の
建
物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
出
期
限
を
エ
ン
チ
ョ
ウ
す
る
。

延
長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
の
ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
キ
に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き
ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え
ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
っ
た
あ
と
の
根
も
と
部
分

異
曚
曠
昿
曦
曩
曰

灰
敖
敕
敍
敘
敞
數
斃
變
斛
斟

遺
曵
曷
朏
朖
朞
朦
朧
霸

拡
斫
斷
旃
旆
旄
旌
旒
旛
旙
无

域
朮
朿
朶
杁
朸
朷
杆
杞
杠

革
旡
旱
杲
昊
昃
旻

宇
杙
杣
枉
杰
枩
杪
枌
枋
枦
枷
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昵
昶
昴
昜
晏
晄
晉
晁

映
晞
晝
晤
晧
晨
晟
晢
晰

延
柎
柆
柧
檜
栞
框
栩
桀
桍
栲

株
暃
暈
暎
暉
暄
暘
暝
曁

沿
暹
曉
暾
暼
曄
暸
曖

我
芥
蟹
凱
咳
崖
碍
蓋
鎧
骸
浬

恩
柬
枳
柩
枸
柤
柞
柝
柢
柮
枹

割
捩
掾
揩
揀
揆
揣
揉
插
揶

胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く
に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お
ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
」に
し
な
い

7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み
だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

漢字表に「とめ・は
ね・筆順」など注意
すべき点を明記。

十字マス・なぞ
り書きでバラン
スよく書く練習
が可能。

4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ
い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た
ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し
ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
る
こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
る
こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
本
ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
民
が
カ
ク
メ
イ
を
起
こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と

彼か
の

女じ
ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
人
だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
の
建
物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
出
期
限
を
エ
ン
チ
ョ
ウ
す
る
。

延
長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
の
ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
キ
に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き
ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え
ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
っ
た
あ
と
の
根
も
と
部
分

異
曚
曠
昿
曦
曩
曰

灰
敖
敕
敍
敘
敞
數
斃
變
斛
斟

遺
曵
曷
朏
朖
朞
朦
朧
霸

拡
斫
斷
旃
旆
旄
旌
旒
旛
旙
无

域
朮
朿
朶
杁
朸
朷
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杞
杠

革
旡
旱
杲
昊
昃
旻

宇
杙
杣
枉
杰
枩
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枋
枦
枷

閣
杳
昵
昶
昴
昜
晏
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晉
晁

映
晞
晝
晤
晧
晨
晟
晢
晰

延
柎
柆
柧
檜
栞
框
栩
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桍
栲

株
暃
暈
暎
暉
暄
暘
暝
曁

沿
暹
曉
暾
暼
曄
暸
曖

我
芥
蟹
凱
咳
崖
碍
蓋
鎧
骸
浬

恩
柬
枳
柩
枸
柤
柞
柝
柢
柮
枹

割
捩
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揩
揀
揆
揣
揉
插
揶

胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く
に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お
ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
」に
し
な
い

7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み
だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ

い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た

ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
る
こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
る
こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
本
ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
民
が
カ
ク
メ
イ
を
起
こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と

彼か
の

女じ
ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
人
だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
の
建
物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
出
期
限
を
エ
ン
チ
ョ
ウ
す
る
。

延
長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
の
ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
キ
に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き

ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え

ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
っ
た
あ
と
の
根
も
と
部
分

異
曚
曠
昿
曦
曩
曰

灰
敖
敕
敍
敘
敞
數
斃
變
斛
斟

遺
曵
曷
朏
朖
朞
朦
朧
霸

拡
斫
斷
旃
旆
旄
旌
旒
旛
旙
无

域
朮
朿
朶
杁
朸
朷
杆
杞
杠

革
旡
旱
杲
昊
昃
旻

宇
杙
杣
枉
杰
枩
杪
枌
枋
枦
枷

閣
杳
昵
昶
昴
昜
晏
晄
晉
晁

映
晞
晝
晤
晧
晨
晟
晢
晰

延
柎
柆
柧
檜
栞
框
栩
桀
桍
栲

株
暃
暈
暎
暉
暄
暘
暝
曁

沿
暹
曉
暾
暼
曄
暸
曖

我
芥
蟹
凱
咳
崖
碍
蓋
鎧
骸
浬

恩
柬
枳
柩
枸
柤
柞
柝
柢
柮
枹

割
捩
掾
揩
揀
揆
揣
揉
插
揶

胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く

に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お

ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
」に
し
な
い

7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み

だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

漢字・就職試験対策・入試対策

漢
字
・
就
職
試
験
対
策
・
入
試
対
策

★ていねいに書ける

編
者�

　

岡
﨑　

匠
吾�

　

佐
々
木
琳
慧�

　

西
川　

義
人�

　

畠
山　

昌
三�

　

松
本　

匡
平�

Ａ
４
判
／
４
８
頁

�

定
価　

６
４
９
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
（
４
８
頁
）
付

●
多
様
な
資
料
・
図
表
・
文
章
か
ら
《
必
要
な
情
報

を
読
み
解
き
》、
相
手
が
正
確
に
理
解
で
き
る
よ
う

《
根
拠
に
基
づ
い
て
記
述
す
る
力
》
を
養
成
す
る
。

著
者�

　

樺
島　

忠
夫�

　

佐
竹　

秀
雄�

Ｂ
５
判
／
６
４
頁

�

定
価　

６
３
８
円

◎
別
記
教
授
資
料
完
備

◎
別
冊
解
答
解
説
書
付

大
学
入
試
対
策　
資
料
読
解
と
記
述

思
考
力
養
成
ノ
ー
ト�

基
礎
か
ら
の

国
語
表
現
の
実
践　
２
訂
版�

編
集
協
力�

　
　

岸　

健
治�

Ｂ
５
判
／
１
０
０
頁�

定
価　

５
８
３
円

◎
別
冊
解
答
書
付

◎

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
収
録

テ
ス
ト
式

国
語
常
識
の
総
演
習　
修
訂
三
版�

12
回
の
レ
ッ
ス
ン
で

国
語
常
識
を
段
階
的
に
身
に
つ
け
る

資
料
読
解
・
統
合
的
解
釈
問
題
対
策　

最
初
の
一
冊
に
！

就
職
・
小
論
文
に
必
要
な
表
現
力
が

１
か
ら
身
に
つ
く
！

※「漢字検定」「漢検」は、公益財団法人�日本漢字能力検定協会の登録商標です。

編
者�

　

樺
島　

忠
夫�

　

植
垣　

節
也�

　

内
田　
　

満�

　

佐
竹　

秀
雄�

Ａ
５
判
／
４
０
０
頁

�

定
価　

１
１
０
０
円

●
現
代
日
本
語
の
核
と
な
る
２
０
０
０
語
を
収
録
。

●
対
応
す
る
「
チ
ェ
ッ
ク
」
問
題
も
２
０
０
０
題
。

日
本
語
チ
ェ
ッ
ク　

２
０
０
０
辞
典�

新
装
版�

�

現
代
語
の
必
修
学
習
辞
典
・

入
試
対
策
に

特集・言語文化３／入試対策特集１

新 装



11 � 10定価は税込10%価格。 はテストメーカーCDにてご提供（ｐ16）。 は原文等のテキストデータ。 はアプリにてご利用可。 は「Studyplusブック」にてデジタル版がご利用可。

課題帳・総合問題集・現代文問題集

課
題
帳
・
総
合
問
題
集
・
現
代
文
問
題
集

週
末
課
題
や
年
ご
と
の
復
習
に
最
適

新
入
生
の
基
礎
力
確
認
・
春
休
み
課
題
に

長
文
を
読
み
解
く
ポ
イ
ン
ト
を
丁
寧
に
解
説

入
学
後
の
授
業
に
備
え
る

定
番
の
夏
休
み
課
題
帳
！

●
現
代
文
12
題
、
古
文
7
題
。

「
国
語
総
合
問
題
」�

�

編
集
委
員
会
編

Ｂ
５
判
／
４
０
頁

�

定
価　

５
１
７
円

◎
別
冊
解
説
書
付

◎
付
録　

確
認
テ
ス
ト

ステージⅠα

●
中
学
の
学
習
の
点
検
、
基
礎
力
の
確
認
に
。

●
小
説
・
随
筆
・
評
論
・
詩
歌
の
読
解
は
、
解
答
へ
の
手
が

か
り
つ
き
。
読
み
解
き
方
を
復
習
で
き
る
！

京
都
書
房
編
集
部
編�

Ｂ
５
判
／
３
２
頁

�

定
価　

３
６
３
円

◎
別
冊
解
答
書
付

◎
付
録　

確
認
テ
ス
ト

●
二
八
〇
〇
～
四
五
〇
〇
字
の
長
文
を
読
む
。

●
評
論
10
題
、
小
説
10
題
。

●
「
本
文
を
読
み
解
く
た
め
の
み
ち
す
じ
」
と
「
設
問
を
解
く
た

め
の
み
ち
す
じ
」
で
正
解
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に
解
説
。

編
者
代
表　

加
藤��

郁
夫�

Ｂ
５
判
／
１
２
８
頁

�
定
価　

７
７
０
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
付

◎
別
冊
解
答
ノ
ー
ト
付

近
代
社
会
は
、
伝
統
社
会
に
は

な
か
っ
た
二
つ
の
価
値
を
見
出
だ

し
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
個

人
の
「
自
由
」
で
あ
る
。
こ
れ
と
並
ん

で
近
代
が
追
求
し
た
価
値
は
、
個
人
の
間

の
「
平
等
」
で
あ
る
。
最
初
の
う
ち
は
、
両

者
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
平
等
と
は
、
も
と
も
と
、
自
由
の
た
め
の

平
等
、
自
由
の
平
等
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
に
お
け
る
有
名
な
テ
ー
ゼ
は
、
こ

の
ア
イ
デ
ア
を
表
現
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
考
え
で
は
、
世

界
史
は
、
野
蛮
で
勝
手
気
ま
ま
な
意
志
が
訓
練
さ
れ
て
、
フ
ヘ
ン
的

で
主
体
的
な
自
由
が
、
つ
ま
り
平
等
な
自
由
が
実
現
さ
れ
る
ま
で
の
論
理

的
過
程
で
あ
る
。
こ
の
尺
度
に
そ
っ
て
、
歴
史
は
、
ひ
と
り
が
自
由
で
あ
る
こ

と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
状
態
（
東
洋
的
専
政
）
か
ら
、
特
定
の
人
々
が
自
由
で
あ
る

こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
状
態
（
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
世
界
）
を
経
て
、
万
人
が
自
由
で
あ

る
こ
と
が
、
つ
ま
り
す
べ
て
の
人
々
が
平
等
に
自
由
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
状
態
（
ゲ

ル
マ
ン
世
界

≒

西
洋
）
へ
と
至
っ
た
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
論
ず
る
。
露
骨
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
貫
か
れ

て
い
る
が
、
今
日
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

論
理
的
形
式
を
支
え
る
価
値
観
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
は
、
自
由
の
平
等
を
至
高
の
価
値
と
見
な
し
て
い
る
。
し

か
し
、一
九
世
紀
の
半
ば
よ
り
、（
西
欧
で
は
）
自
由
と
平
等
と
の
間
に
は
矛
盾
が
生
じ
う
る
、と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

両
者
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。 改訂版改訂版
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「私」が書いている短編と地球儀法要の日

「
純
一
は
少
し
は
英
語
を
覚
え
た
の
か
ね
。」

「
覚
え
た
よ
。」
と
彼
は
自
慢
し
た
。

「
大
学
校
を
出
た
ら
お
前
も
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
の
か
ね
。」

「
行
く
さ
。」

「
若
し
お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
ら
？
」

「
そ
れ
で
も
行
く
よ
。」

そ
ん
な
気
は
し
な
か
っ
た
が
、イ
間
が
悪
か
っ
た
の
で
彼
は
そ
う
云
っ
た
。
彼
は
こ

の
年
の
春
か
ら
尋
常
一
年
生
に
な
る
筈
だ
っ
た
。

「
い
よ
い
よ
小
田
原
に
も
電
話
が
引
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。」

或
る
晩
祖
父
は
こ
ん
な
こ
と
を
云
っ
て
一
同
を
驚
か
せ
た
。「
そ
う
す
れ
ば
東
京

の
義
郎
と
も
話
が
出
来
る
ん
だ
。」

「
ア
メ
リ
カ
と
は
？
」
彼
は
聞
い
た
。

「
海
が
あ
っ
て
は
駄
目
だ
ろ
う
ね
。」

祖
父
は
真
面
目
な
顔
で
彼
の
母
を
顧
み
た
。

彼
は
誰
も
居
な
い
処
で
よ
く
地
球
儀
を
弄
ん
だ
。
グ
ル
グ
ル
と
出
来
る
だ
け
早

く
回
転
さ
す
の
が
面
白
か
っ
た
。
そ
し
て
夢
中
に
な
っ
て
、

「
早
く
廻
れ
早
く
廻
れ
、
ス
ピ
ン
ス
ピ
ン
ス
ピ
ン
。」
な
ど
と
口
走
っ
た
り
し
た
。

す
る
と
い
つ
の
間
に
か
彼
の
心
持
は「
早
く
帰
れ
早
く
帰
れ
。」
と
い
う
風
に
な
っ
て

来
る
の
だ
っ
た
。』

そ
こ
ま
で
書
い
て
私
は
退
屈
に
な
っ
て
止
め
た
の
だ
っ
た
。
い
つ
か
心
持
に
余
裕

の
出
来
た
時
に
お
伽
噺
に
で
も
書
き
直
そ
う
な
ど
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
今

ま
で
忘
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
球
だ
け
取
り
脱
し
て
、
よ
く
江
川
の
玉
乗
り
の
真
似

な
ど
し
て
、

「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
罰
が
当
る
ぞ
。」
な
ど
と
祖
父
か
ら
叱
ら
れ
た
り
し
た
事

を
思
い
出
し
た
。

「
古
い
地
球
儀
で
す
ね
。」

「
引
越
し
の
時
か
ら
邪
魔
だ
っ
た
。」

そ
れ
か
ら
ま
た
父
の
事
が
う
っ
か
り
話
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
私
は
も
う
お
父
さ
ん
の
こ
と
は
あ
き
ら
め
た
よ
。
家
は
私
ひ
と
り
で
や
っ
て
行

く
よ
。」
と
母
は
堅
く
決
心
し
た
ら
し
く
き
っ
ぱ
り
と
云
っ
た
。
私
は
た
あ
い

0

0

0

も
な

く
胸
が
一
杯
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
口
惜
し
さ
の
余
り
、

「
そ
の
方
が
い
い
と
も
、帰
ら
な
く
っ
た
っ
て
い
い
や
、…
…
帰
る
な
、帰
る
な
だ
。」

と
常
規
を
脱
し
た
妙
な
声
で
口
走
っ
た
が
、
丁
度
『
お
伽
噺
』
の
事
を
思
い
出
し
た

処
だ
っ
た
の
で
、Ｂ
突
然
テ
レ
臭
く
な
っ
て
慌
て
て
母
の
傍
を
離
れ
た
。

翌
日
の
午
に
は
、
遠
い
親
類
の
人
達
ま
で
皆
な
集
っ
た
。

「
せ
め
て
純
一
が
も
う
少
し
家
の
こ
と
を
…
…
」

「
そ
う
い
う
事
な
ら
親
父
で
も
何
で
も
遣
り
込
め
る
ぐ
ら
い
なウ
気
概
が
な
け
れ
ば

…
…
」

「
ほ
ん
と
に
カ
ゲ
弁
慶
で

―
そ
の
癖
こ
の
頃
は
お
酒
を
飲
む
と
無
茶
な
こ
と
を

喋
っ
て
却
っ
て
怒
ら
せ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。」

「
酒
！
　
け
し
か
ら
ん
。
や
っ
ぱ
り
系
統
か
し
ら
。」

叔
父
と
母
と
が
そ
ん
な
こ
と
を
云
っ
て
い
る
の
を
私
は
襖
越
し
で
従
兄
妹
達
と

陽
気
な
話
を
し
て
い
な
が
ら
耳
に
し
た
。
私
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
の
で

―
。

「
こ
の
間
も
酷
く
酔
っ
て
…
…
外
国
へ
行
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
云
い
出
し
て
…
…
」

「
純
一
が
！
　
馬
鹿
な
。」

「
無
論
、
あ
の
臆
病
に
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
が
ね
。」
と
母

は
笑
っ
た
。

「
気
の
小
さ
い
処
だ
け
は
親
父
と
違
う
ん
だ
ね
。」

客
が
皆
な
席
に
整
う
と
、
私
は
父
の
代
り
と
し
て
末
席
に
坐
ら
せ
ら
れ
た
。
坐
っ

た
だ
け
で
も
う
顔
が
赤
く
な
っ
た
気
が
し
た
。

「
今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
御
遠
路
の
処
を
お
運
び
下
さ
い
ま
し
て
…
…
（
え
え
と
？
）実

は
…
…
そ
の
誠
に
恐
縮
な
こ
と
で
…
…
そ
の
実
は
父
が
四
五
日
前
か
ら
止
む
を
得
な

い
自
分
自
身（
オ
ッ
と
い
け
ね
エ
）…
…
え
え
、
止
む
を
得
な
い
自
分
用
で
、
実
は
そ

の
関
西
の
方
へ
出
か
け
ま
し
て
、
今
日
は
帰
る
筈
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
未
だ
…
…

そ
れ
で
私
が
…
…（
チ
ョ
ッ
、
弱
っ
た
な
）…
…
ど
う
ぞ
御
ゆ
る
り
…
…
。」

私
は
こ
れ
だ
け
の
挨
拶
を
し
た
。
括
弧
の
中
は
胸
で
の
呟
き
言
だ
っ
た
。
ち
ゃ
ん

と
母
か
ら
教
わ
っ
た
挨
拶
で
も
っ
と
長
く
喋
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、

こ
れ
だ
け
云
う
の
に
三
つ
も
四
つ
も
ペ
コ
ペ
コ
と
お
辞
儀
ば
か
り
し
て
ご
ま
か
し
て

し
ま
っ
た
。そ
し
て
こ
の
挨
拶
の
し
ど
ろ
も
ど
ろ
を
取
り
直
す
つ
も
り
で
、胸
を
張
っ

て
出
来
る
だ
け
尤
も
ら
し
い
顔
付
を
し
て
端
坐
し
た
。
だ
が
脇
の
下
に
は
ほ
ん
と

う
に
汗
が
滲
ん
で
い
た
。

「
こ
れ
が
本
家
の
長
男
の
純
一
で
す
。」

父
方
の
叔
父
が
、
未
だ
私
を
知
ら
な
い
新
し
い
親
類
の
人
に
私
を
紹
介
し
た
。
そ

し
て
私
の
喋
り
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
叔
父
が
代
っ
て
述
べ
た
て
た
。

大
分
酒
が
廻
っ
て
来
て
、
祖
父
の
話
が
皆
な
の
口
に
盛
ん
に
の
ぼ
っ
て
い
た
時
、

私
は
隣
り
に
坐
っ
て
い
る
叔
父
に
、

「
僕
の
親
父
は
何
故
あ
ん
な
に
長
く
外
国
な
ど
へ
行
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。」

と
聞
い
た
。
今
更
尋
ね
る
程
の
事
も
な
か
っ
た
の
に

―
。

「
や
っ
ぱ
り
そ
の
…
…
つ
ま
り
こ
の
お
祖
父
さ
ん
と
だ
ね
、
い
ろ
い
ろ
な
衝
突
も

あ
っ
た
し
…
…
」

―
や
っ
ぱ
り

―
と
云
っ
た
叔
父
の
言
葉
に
私
は
こ
だ
わ
っ
た
。

「
何
ぼ
衝
突
し
た
と
云
っ
た
っ
て
…
…
」

「
今
こ
れ
で
お
前
が
外
国
へ
行
け
ば
丁
度
親
父
の
二
代
目
に
な
る
わ
け
さ
。
ハ
ッ

ハ
ッ
ハ
ッ
…
…
」

Ｃ「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
…
…
。
ま
さ
か

―
」
と
私
も
叔
父
に
合
せ
て
笑
っ
た
が
、
笑
い

が
消
え
な
い
う
ち
に
陰
鬱
な
気
に
閉
さ
れ
た
。

翌
日
、
道
具
を
片
附
け
る
時
に
な
る
と
母
は
ま
た
押
入
の
前
で
地
球
儀
の
箱
を
邪

魔
に
し
始
め
た
。

「
見
る
度
に
焦
れ
っ
た
く
な
る
。」

「
そ
ん
な
事
を
云
っ
た
っ
て
、
仕
様
が
な
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と
私
は
云
っ

た
。「
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。」

「
大
し
て
邪
魔
と
云
う
程
で
も
な
い
。」

「
だ
っ
て
こ
ん
な
も
の
、
こ
う
し
て
置
い
た
っ
て
何
に
も
な
り
は
し
な
い
、
い
っ

そ
…
…
」

母
は
顔
を
顰
め
て
小
言
を
云
っ
て
い
た
。

―
今
に
英
一
が
玩
具
に
す
る
か
も
知
れ
な
い

―
私
は
も
少
し
で
そ
う
云
う
と

こ
ろ
だ
っ
た
が
、
突
然
ま
た
あ
の
「
お
伽
噺
」
を
思
い
出
す
と
、Ｄ
自
分
で
自
分
を
擽

る
よ
う
な
思
い
が
し
て
、
そ
の
ま
ま
言
葉
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

ｃ
英
一
と
い
う
の
は
去
年
の
春
生
れ
た
私
の
長
男
で
あ
る
。
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②「
母
に
同
調
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」が
不
適
当
。
母
の
言
葉
を
受
け
て「
た
あ
い

0

0

0

も
な
く
胸

が
一
杯
に
な
っ
た
」と
あ
り
、
自
然
と
そ
の
よ
う
な
感
情
を
抱
い
た
と
わ
か
る
。
ま
た
、「
経

済
的
に
自
立
で
き
て
い
な
い
」こ
と
で
テ
レ
臭
く
な
っ
た
の
で
も
な
く
、
不
適
当
。

③
「
新
た
な
生
活
を
し
よ
う
と
す
る
母
を
支
え
て
い
く
と
宣
言
」
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、「
現

実
を
直
視
で
き
な
い
自
分
」に
対
し
て
テ
レ
臭
い
わ
け
で
も
な
い
。
よ
っ
て
不
適
当
。

④
母
の
覚
悟
に
対
し
て「
胸
が
一
杯
に
な
っ
」て
い
る
の
で「
心
を
大
き
く
動
か
さ
れ
た
」と
い
え

る
。
母
に
同
調
し
て
父
を
否
定
す
る
よ
う
な
発
言
を
し
た
自
分
の
矛
盾
は
、「
感
情
に
流
さ

れ
や
す
く
態
度
の
定
ま
ら
な
い
自
分
」に
ほ
か
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
が
正
解
。

⑤「
大
人
に
褒
め
ら
れ
た
い
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
幼
い
自
分
」が
不
適
当
で
あ
り
、
テ
レ
臭
さ

の
原
因
が「
い
つ
ま
で
も
周
囲
に
媚
び
る
癖
の
抜
け
な
い
」こ
と
と
い
う
の
も
誤
り
。

問
４
　
心
情
の
説
明

①「
叔
父
以
上
に
父
の
こ
と
を
見
下
し
て
い
る
母
」と
あ
る
が
、「
私
」自
身
の
こ
と
を
笑
わ
れ
た

こ
と
が
陰
鬱
な
気
持
ち
に
な
っ
た
要
因
で
あ
り
、
母
の
こ
と
は
直
接
関
係
が
な
く
不
適
当
。

②「
父
の
不
在
を
半
ば
あ
き
ら
め
つ
つ
も
…
そ
の
理
由
を
あ
え
て
尋
ね
た
」と
あ
る
が
、
父
の
不

在
の
理
由
を
尋
ね
た
の
に
、「
僕
の
親
父
は
何
故
あ
ん
な
に
長
く
外
国
な
ど
へ
行
っ
て
い
た

ん
で
し
ょ
う
ね
」と
長
期
の
外
遊
の
理
由
を
尋
ね
て
い
る
。
ま
た
、「
母
と
調
子
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
…
嘲
笑
す
る
叔
父
に
失
望
」と
い
う
の
も
曖
昧
で
あ
る
。
失
望
に
つ
い
て
も「
ま
さ
か

―
―
」と
い
う「
私
」の
反
応
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
よ
う
に「
あ
い
ま
い
な
返
事
」

し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、「
叔
父
の
言
葉
に
は
自
分
を
省
み
ざ
る
を
得
な
い
面

も
あ
」る
と
い
う
の
も
否
定
で
き
な
い
。
他
の
選
択
肢
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
が
正
解
。

③「
父
を
か
ば
う
た
め
に
母
に
命
じ
ら
れ
た
苦
手
な
役
割
も
…
評
価
し
て
ほ
し
か
っ
た
」が
決
定

的
に
誤
り
。
叔
父
に
対
す
る「
嫉
妬
」も
本
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、
不
適
当
。

④「
父
が
不
在
が
ち
の
ま
ま
育
っ
た
不
満
を
叔
父
に
理
解
し
て
ほ
し
く
て
」質
問
し
た
と
は
読
み

取
れ
ず
、「
祖
父
の
哀
し
み
」も
本
文
で
は
言
及
が
な
い
。
よ
っ
て
不
適
当
。

⑤
「
父
の
こ
と
を
叔
父
と
共
に
責
め
よ
う
」
と
い
う
こ
と
は
読
み
取
れ
な
い
。「
母
も
ま
た
自
分

の
立
場
を
守
っ
て
は
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
悲
観
的
に
な
っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、「
母
」
は
こ

こ
で
の「
私
」の
陰
鬱
な
気
持
ち
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
よ
っ
て
不
適
当
。

問
５
　
心
情
の
説
明

①「
私
に
と
っ
て
は
父
へ
の
愛
憎
半
ば
す
る
複
雑
な
思
い
の
象
徴
」と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
。
実

際
に
こ
の
小
説
の
主
題
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
正
解
。

②
地
球
儀
を「
家
族
と
の
絆
を
象
徴
す
る
も
の
」と
し
て
い
る
の
が
誤
り
。
ま
た
、
父
親
と
し
て

息
子
の
人
生
を
支
え
て
い
こ
う
と「
過
剰
に
気
負
い
立
つ
自
分
」も
根
拠
が
な
く
不
適
当
。

③
地
球
儀
は
「
幸
福
に
包
ま
れ
て
い
た
家
族
の
記
憶
の
象
徴
」
と
い
う
の
が
誤
り
。
ま
た
、「
息

子
に
も
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
ほ
し
い
と
の
思
い
」と
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
不
適
当
。

④「
家
庭
的
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
…
振
り
返
ろ
う
と
し
が
ち
な
自
分
」が
不
適
当
。

過
剰
な
感
傷
は
父
親
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
誤
り
で
あ
る
。

⑤
地
球
儀
を
「
自
分
の
目
指
す
べ
き
世
界
を
指
し
示
し
続
け
る
も
の
」
と
し
て
い
る
の
が
誤
り
。

ま
た
、「
息
子
に
と
っ
て
の
目
標
と
な
り
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
自
負
」も
不
適
当
。

問
６
　
表
現
の
特
徴

①
短
篇
の
主
人
公
は「
彼
」と
い
う
三
人
称
で
あ
り
、「
一
人
称
」で
は
な
い
。
よ
っ
て
不
適
当
。

②
本
文
は
母
と「
私
」の
会
話
、
短
篇
中
の
祖
父
と「
私
」の
会
話
、
叔
父
と「
私
」の
会
話
な
ど
が

軸
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
私
」の
発
言
に
つ
い
て
は
、「
お
こ
っ
て
い
ま
す
か
？
」（
10
行

目
）と
あ
っ
た
り
、「
勝
手
に
す
る
が
い
い
さ
」（
22
行
目
）と
あ
っ
た
り
し
て
、
丁
寧
な
言
い

方
と
そ
う
で
な
い
言
い
方
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
　
）の
使
用
と
そ
の
場
し
の
ぎ
の

態
度
で
応
じ
て
い
る
様
子
は
、
法
要
で
の
挨
拶
の
部
分
で
確
認
で
き
る
。
正
解
。

③「
―
―
」と「
…
…
」の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
よ
っ
て
不
適
当
。

④
短
篇
で
地
球
儀
を
前
に
し
た
家
族
の
姿
が
描
か
れ
、
父
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
る
。
父
に

つ
い
て
否
定
的
な
要
素
は
な
く
、「
私
」の
父
に
対
す
る
慕
わ
し
い
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
の

で
あ
り
、「
私
」の
両
義
的
な
心
情
の
根
拠
と
な
る
。
よ
っ
て
正
解
。

⑤
語
学
の
能
力
の
優
劣
で
両
親
を
対
比
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
不
適
当
。

⑥「
祖
父
の
法
要
で
の
…
区
別
を
曖
昧
に
し
て
い
る
」が
お
か
し
い
。
最
後
の
一
文
は「
英
一
」と

は
何
者
か
に
つ
い
て
補
足
し
て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
よ
っ
て
不
適
当
。

作
　
者

牧
野
　信
一（
ま
き
の
・
し
ん
い
ち
）一
八
九
六
〜
一
九
三
六
年
。
神
奈
川
県
小
田
原
市
生
ま
れ
。

島し
ま

崎ざ
き

藤と
う

村そ
ん

に
見
い
だ
さ
れ
て
文
壇
に
登
場
。
幻
想
的
な
作
品
を
多
く
発
表
し
、
当
時
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
や
新
興
芸
術
派
な
ど
と
一
線
を
画
し
た
。

出
　
典

　『
文
藝
春
秋
』一
九
二
三
年
七
月（
文
藝
春
秋
）

彼
は
そ
う
云
っ
た

翌
日
の
午
に
は
、
遠
い
親
類
の
人
達
ま
で
皆
な
集
っ
た
。

突
然
テ
レ
臭
く
な
っ
て
慌
て
て
母
の
傍
を
離
れ
た

翌
日
の
午
に
は
、
遠
い
親
類
の
人
達
ま
で
皆
な
集
っ
た
。

が
消
え
な
い
う
ち
に

な
気
に
閉
さ
れ
た

私
は
も
少
し
で
そ
う
云
う
と

私
は
も
少
し
で
そ
う
云
う
と

際
に
こ
の
小
説
の
主
題
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
正
解
。

②
地
球
儀
を「
家
族
と
の
絆
を
象
徴
す
る
も
の
」と
し
て
い
る
の
が
誤
り
。
ま
た
、
父
親
と
し
て
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自
分
は
不
意
に
逆
襲
を
受
け
た
人
の
様
に
、
看
護
婦
を
見
た
。
看
護
婦
は
続
け
て

云
っ
た
。

　「
毎
朝
六
時
頃
に
な
る
と
き
っ
と
す
る
様
に
思
い
ま
し
た
が
」

　「
う
ん
、
あ
れ
か
」
と
自
分
は
思
い
出
し
た
様
に
つ
い
大
き
な
声
を
出
し
た
。「
あ
れ

は
ね
、（（注
（
注

自オ
ー
ト
ス
ト
ロ
ツ
プ

働
革
砥
の
音
だ
。
毎
朝
髭ひ

げ

を
剃そ

る
ん
で
ね
、
安
全
髪か

み

剃そ
り

を
革か

わ

砥ど

へ
掛
け
て
磨と

ぐ
の
だ
よ
。
今
で
も
遣や

っ
て
る
。
噓う

そ

だ
と
思
う
な
ら
来
て
御
覧
」

　
看
護
婦
は
た
だ
へ
え
え
と
云
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
聞
い
て
み
る
と
、
○
○
さ
ん
と
云
う

患
者
は
、
ひ
ど
く
そ
の
革
砥
の
音
を
気
に
し
て
、
あ
れ
は
何
の
音
だ
何
の
音
だ
と
看
護

婦
に
質
問
し
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
看
護
婦
が
ど
う
も
分
か
ら
な
い
と
答
え
る
と
、
隣

の
人
は
だ
い
ぶ
快い

い
の
で
朝
（
（注

（
注
起
き
る
す
ぐ
と
、
運
動
を
す
る
、
そ
の
器
械
の
音
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
羨う
ら
や

ま
し
い
な
と
何
遍
も
繰
り
返
し
た
と
云
う
話
で
あ
る
。

　「
そ
り
ゃ
好
い
が
御お

前ま
え

の
方
の
音
は
何
だ
い
」

　「
御
前
の
方
の
音
っ
て
？
」

　「
そ
ら
能よ

く
大
根
を
卸
す
様
な
妙
な
音
が
し
た
じ
ゃ
な
い
か
」

　「
え
え
あ
れ
で
す
か
。
あ
れ
は
胡き
ゆ
う
り瓜

を
擦
っ
た
ん
で
す
。
患
者
さ
ん
が
足
が
熱ほ

て

っ
て

仕
方
が
な
い
、
胡
瓜
の
汁
で
冷
や
し
て
く
れ
と
仰お
つ

し
ゃ
る
も
ん
で
す
か
ら
私
が
始
終

擦
っ
て
上
げ
ま
し
た
」

　「
じ
ゃ
や
っ
ぱ
り
大
根
卸
し
の
音
な
ん
だ
ね
」

　「
え
え
」

　「
そ
う
か
そ
れ
で
漸よ
う
や

く
分
か
っ
た
。
─
─
一
体
○
○
さ
ん
の
病
気
は
何
だ
い
」

　「
直
腸
癌
で
す
」

　「
じ
ゃ
到と
て
も底

む
ず
か
し
い
ん
だ
ね
」

　「
え
え
も
う
疾と

う
に
。
此
処
を
退
院
な
さ
る
と
直じ

き

で
し
た
、
御
亡
く
な
り
に
な
っ
た

の
は
」

　
自
分
は
黙も
く

然ね
ん

と
し
て
わ
が
室
に
帰
っ
た
。
そ
う
し
て
胡
瓜
の
音
で
他ひ

と

を
焦じ

ら
し
て
死

ん
だ
男
と
、
革
砥
の
音
を
羨
ま
し
が
ら
せ
て
快よ

く
な
っ
た
人
と
の
相
違
を
心
の
中
で
思

い
比
べ
た
。

（
注
1
（　
賄
─
─
食
事
の
世
話
を
す
る
人
。

（
注
2
（　
半
町
─
─
約
五
五
メ
ー
ト
ル
。

（
注
3
（　
割
烹
─
─
料
理
。

（
注
4
（　
六
尺
─
─
約
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

（
注
5
（　
芭
蕉
布
─
─
芭
蕉
と
い
う
植
物
の
繊
維
で
織
っ
た
布
。

（
注
6
（　
妻
戸
─
─
こ
こ
で
は
部
屋
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
開
き
戸
を
指
す
。

（
注
7
（　
二
寸
─
─
約
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

（
注
8
（　
予
言
し
た
─
─
当
時
は
、
が
ん
な
ど
は
不
治
の
病
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
注
9
（　
十
六
貫
─
─
当
時
十
銭
を
一
貫
と
呼
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
十
六
貫
は
一
円
六
十
銭
。

（
注
10
（　
水
で
─
─
大
雨
の
影
響
で
。

（
注
11
（　
朱
泥
─
─
赤
褐
色
の
硬
質
の
陶
器
。

（
注
12
（　
自
働
革
砥
─
─
剃か
み

刀そ
り

を
研
ぐ
道
具
の
一
種
。

（
注
13
（　
朝
起
き
る
す
ぐ
と
─
─「
朝
起
き
る
や
い
な
や
」の
意
味
。

鑑
賞
ノ
ー
ト
本
文
か
ら
適
切
な
語
を
抜
き
出
し
、
空
所
を
埋
め
よ
。
▼
解
答
：
解
説
書
p.
96

夏
目 

漱
石（
な
つ
め
・
そ
う
せ
き
）一
八
六
七
年（
慶
応
三
（～
一
九
一
六
年（
大
正
五
（。

東
京
生
ま
れ
。
小
説
家
。
明
治
後
半
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
活
躍
。
反
自
然
主
義
で

「
余
裕
派
」
と
呼
ば
れ
、
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
追
究
し
た
。
主
な
作
品
に
『
坊ぼ

つ
ち
ゃ

ん
』『
草く
さ

枕ま
く
ら

』（
と
も
に
明
治
三
九
（
な
ど
。『
三
四
郎
』（
明
治
四
一
（、『
そ
れ
か
ら
』

（
明
治
四
二
（、『
門
』（
明
治
四
三
（
が
前
期
三
部
作
、『
彼ひ

岸が
ん

過す
ぎ

迄ま
で

』（
明
治
四
五
（、

『
行こ
う

人じ
ん

』（
大
正
元
（、『
こ
こ
ろ
』（
大
正
三
（
が
後
期
三
部
作
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

『
明
暗
』（
大
正
五
（が
絶
筆
。
本
文「
変
な
音
」は
一
九
一
一
年（
明
治
四
四
（発
表
。

入
試
問
題
二
〇
〇
二
年
度
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
　
国
語
Ⅰ
追
試

問
　
こ
の
小
説
に
お
け
る
構
成
や
手
法
の
特
色
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の

を
、
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
二
つ
選
べ
。
た
だ
し
、
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。

①
　「
上
」で
聞
こ
え
て
く
る
音
か
ら
連
想
し
た
山
葵
卸
し
で
擦
る
大
根
と
、「
下
」で
の

朱
泥
の
鉢
の
球
根
を
対
比
的
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
の「
自
分
」と
健
康

な「
自
分
」を
比
喩
的
に
描
く
手
法
を
用
い
て
い
る
。

②
　
「
上
」「
下
」
と
も
、
聴
覚
作
用
の
も
つ
効
果
を
最
大
限
利
用
し
、
視
覚
作
用
を
閉

ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
夢
想
の
世
界
を
展
開
さ
せ
、
一
見
随
筆
の
よ
う
に
見
せ
な
が
ら

も
小
説
的
な
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

③
　「
上
」で
主
人
公
の
独
白
を
中
心
と
し
、「
下
」の
後
半
に
看
護
婦
と
の
対
話
を
取
り

入
れ
る
構
成
に
よ
っ
て
、
病
床
の
孤
独
な「
自
分
」か
ら
他
者
と
の
関
係
性
を
回
復
し

健
康
に
な
り
つ
つ
あ
る「
自
分
」の
変
化
を
表
現
し
て
い
る
。

④
　「
上
」で
は
文
末
に「
な
い
」と
い
う
語
を
多
用
し
、「
下
」で
は
文
末
を
完
了
形
に
整

え
る
こ
と
で
、「
自
分
」の
存
在
の
不
確
か
さ
と
そ
の
後
の
心
理
的
な
安
定
を
文
体
に

反
映
さ
せ
る
手
法
を
用
い
て
い
る
。

⑤
　「
上
」で
登
場
し
た
隣
室
の
看
護
婦
が「
下
」で
再
び
登
場
し
不
思
議
な
音
の
原
因
を

主
人
公
に
語
る
こ
と
で
、
最
初
に
提
示
さ
れ
た
謎
が
最
後
に
解
き
明
か
さ
れ
る
と
い

う
手
法
に
よ
り
、「
上
」と「
下
」が
照
応
関
係
を
構
成
し
て
い
る
。

⑥
　「
上
」と「
下
」に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
初
夏
と
秋
、
夜
と
昼
な
ど
季
節
や
時
間
を
対

比
的
に
設
定
し
、
主
人
公
の
心
身
の
状
況
の
変
化
と
呼
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
厭え
ん

世せ
い

観

の
深
ま
り
を
照
ら
し
出
す
手
法
を
用
い
て
い
る
。

�

〔
　
　
　
〕〔
　
　
　
〕

・
病
院
に
入
院
し
て
い
る
「
自
分
」
は
、
あ
る
夜
、

の
病
室
か
ら
聞
こ
え
て

　
く
る
変
な
音
に
気
づ
く
。

　
　
　
　
　
↓

・�

二
間
続
き
の
東
隣
の
部
屋
の
襖
を
わ
ざ
わ
ざ
開
け
て
確
認
す
る
こ
と
も
は
ば
か

ら
れ
て
い
る
う
ち
に
、「
自
分
」は
退
院
す
る
。

　
　
　
　
　
↓

・�

三
か
月
ば
か
り
し
て
再
び
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
前
の
入
院
の
と
き
よ
り

も
病
気
を
深
刻
に
考
え
て
い
る「
自
分
」は
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
人
々
に
関
心

を
寄
せ
る
。

　
　
　
　
　
↓

・
自
分
の
症
状
が

に
向
か
う
と
、
か
つ
て
気
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
取

　
る
に
足
り
な
い
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
た
。

　
　
　
　
　
↓

・
以
前
隣
室
を
担
当
し
て
い
た
看
護
婦
か
ら
、
変
な
音
の
正
体
に
つ
い
て
の
話
を

　
聞
く
。
…
直
腸
癌
の
患
者
の
た
め
に
、

を
擦
っ
て
い
た
音
だ
っ
た
。

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

●�

原
文
デ
ー
タ�

(

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太

郎
／
Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｔ)

●�

設
問
デ
ー
タ
、�

補
充
問
題
デ
ー
タ
、

要
約
用
シ
ー
ト

●�

解
答
考
察
編
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ

指
導
用

Ｃ
Ｄｰ

Ｒ
Ｏ
Ｍ

収
録
内
容

入試対策特集２

◀
多
読
の
た
め
の
文
学
読
本

◀
解
答
考
察
編
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▶
古
典
編

▶
現
代
文
編

出
題
作
品
は

こ
ち
ら

２
０
２
１
年
度
第
１
日
程
・
第
２
日
程
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
最
新
版

解
法
と
演
習�

共
通
テ
ス
ト
対
策
国
語
問
題
集�
新 刊

解
法
と
演
習�

共
通
テ
ス
ト
対
策�

国
語
問
題
集�

編
集
委
員
会　

編
著�

●
総
合
編
（
７
回
・
計
28
題
）

Ｂ
５
判
／
２
９
２
頁

�

定
価　

１
０
４
５
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
付
（
バ
ラ
タ
イ
プ
）

●
現
代
文
編
（
10
回
・
計
20
題
）

Ｂ
５
判
／
２
４
４
頁

�

定
価　

９
３
５
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
付
（
冊
子
タ
イ
プ
）

●
古
典
編
（
10
回
・
計
20
題
）

Ｂ
５
判
／
１
６
０
頁

�

定
価　

８
８
０
円

◎
別
冊
解
答
解
説
書
付
（
冊
子
タ
イ
プ
）

現代文編
解法編（　　　）
第１回 ★
第２回 ★★

第３回 ★★

第４回 ★★

第５回 ★★

第６回 ★★

第７回 ★★

第８回 ★★

第９回 ★★★

第10回 ★★★

現代文

総合編
 解法編（　　　・　　　）
 第１回（　　　・　　　） ★
 第２回（　　　・　　　） ★★

 第３回（　　　・　　　） ★★

 第４回（　　　・　　　） ★★

 第５回（　　　・　　　） ★★

 第６回（　　　・　　　） ★★

第７回（　　　・　　　） ★★★

現代文 古 典

現代文 古 典

現代文 古 典

現代文 古 典

現代文 古 典

現代文 古 典

現代文 古 典

現代文 古 典

古典編
解法編（　　　）
第１回 ★
第２回 ★★

第３回 ★★

第４回 ★★

第５回 ★★

第６回 ★★

第７回 ★★

第８回 ★★

第９回 ★★★

第10回 ★★★

古 典

❶
解
法
編+

❷
演
習
編 

に
よ
る
二
段
構
成

本書の
特長

難易度順の
「実戦演習」

問題ラインナップについて
●解法編・演習編による二段構成。
●演習編では、難易度★～★★★
まで段階的に学習できます。

●「現代文編」「古典編」にお
ける解法編の内容および演習
編第１～６回・第９回は、「総
合編」と共通です。

共通テスト対策／一般・二次対策

共
通
テ
ス
ト
対
策
／
一
般
・
二
次
対
策

新 刊

新 刊

入試対策特集３
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★ ポイント書く解く　マスター古文 １ 二訂版 
ISBN 978-4-7637-6711-0　C7081　693円（630）

ポイント書く解く　マスター古文 ２ 
ISBN978-4-7637-6720-2　C7081　660円（600）

ポイント書く解く　マスター古文 ３ 
ISBN978-4-7637-6730-1　C7081　660円（600）

アクセスシリーズ
アクセスで文法攻略　古文演習 １ 
ISBN978-4-7637-6123-1　C7081　693円（630）

アクセスで文法攻略　古文演習 ２ 
ISBN978-4-7637-6133-0　C7081　693円（630）

アドバンスシリーズ
古　典 １　ISBN978-4-7637-6052-4　C7081　627円（570）�

古　典 ２　ISBN978-4-7637-6252-8　C7081　627円（570）�

古　典 ３　ISBN978-4-7637-6352-5　C7081　627円（570）�

★ すらすら読める　速読古典Ⅰ 
ISBN978-4-7637-7101-8　C7081　495円（450）

文法� 7
文法レッスンⅠ　用言編 
ISBN978-4-7637-1205-9　C7081　419円（381）

文法レッスンⅡ　助動詞編 
ISBN978-4-7637-1305-6　C7081　419円（381）

文法レッスンⅢ　敬語・助詞・識別編 
ISBN978-4-7637-1225-7　C7081　419円（381）

書いて覚える 古典文法 用言活用シート
ISBN978-4-7637-1405-3　C7081　157円（143）

書いて覚える 古典文法 助動詞確認シート
ISBN978-4-7637-1407-7　C7081　209円（190）

小倉百人一首� 7
カラー 小倉百人一首 二訂版
ISBN978-4-7637-8802-3　C7092　586円（533）

評解 新小倉百人一首
ISBN978-4-7637-8409-4　C7092　408円（371）

文法レッスン　小倉百人一首 演習ノート
ISBN978-4-7637-6603-8　C7092　178円（162）

書いて覚える　小倉百人一首 暗唱シート
ISBN978-4-7637-1406-0　C7092　157円（143）

漢字� 8・9
書いて覚える　漢字練習ノート 二訂版   
ISBN978-4-7637-3161-6　C7081　638円（580）

常用漢字の級別学習　コンプリート 二訂版  
ISBN978-4-7637-3142-5　C7081　638円（580）

常用漢字の級別学習　ベーシック 二訂版  
ISBN978-4-7637-3124-1　C7081　638円（580）

これで合格　入試によく出る漢字2001 新版  
ISBN978-4-7637-3014-5　C7081　618円（562）

入試漢字２５００　プラス・１ 改訂版   
ISBN978-4-7637-3016-9　C7081　814円（740）

表覧演習　新常用漢字 基礎編  
ISBN978-4-7637-3503-4　C7081　594円（540）

表覧演習　新常用漢字 完成編  
ISBN978-4-7637-3603-1　C7081　594円（540）

　 現代文 ２ 三訂版　ISBN978-4-7637-5144-7　C7081　660円（600）�

　 現代文 ３ 三訂版　ISBN978-4-7637-5306-9　C7081　704円（640）�

　 創作演習 長文読解�改訂版�
ISBN978-4-7637-5801-9　C7081　770円（700）

よくわかるシリーズ
よくわかる現代文 ステージ２ 
ISBN978-4-7637-5601-5　C7081　556円（505）

よくわかる現代文 ステージ３ 
ISBN978-4-7637-5701-2　C7081　607円（552）

よくわかる現代文 ステージ４ 
ISBN978-4-7637-5702-9　C7081　628円（571）

長文問題選集
★ 論理・文学 長文問題選集 入試対策 基本編 

ISBN978-4-7637-7606-8　C7095　759円（690）

★ 論理・文学 長文問題選集 入試対策 標準編 
ISBN978-4-7637-7607-5　C7095　759円（690）

共通テスト対策／一般・二次対策� 12・13
共通テスト対策

★ 解法と演習 共通テスト対策国語問題集 総合編 
ISBN978-4-7637-7502-3　C7095　1045円（950）

★ 解法と演習 共通テスト対策国語問題集 現代文編 
ISBN978-4-7637-7503-0　C7095　935円（850）

★ 解法と演習 共通テスト対策国語問題集 古典編 
ISBN978-4-7637-7504-7　C7095　880円（800）

共通テスト対策　国語実戦問題〈第1回・第2回〉
各回　264円（240）

過程の演習　新国語問題集シリーズ
★ 過程の演習　新国語問題集　第52集　現代文編 

ISBN978-4-7637-7752-2　C7095　715円（650）

★ 過程の演習　新国語問題集　第52集　古典編 
ISBN978-4-7637-7753-9　C7095　605円（550）
＊第53集（2022年度版）は6月下旬供給開始予定

★ 過程の演習　新国語問題集アシスト  第22集  現代文編 
ISBN978-4-7637-7829-1　C7095　869円（790）

★ 過程の演習　新国語問題集アシスト　第22集　古文編 
ISBN978-4-7637-7830-7　C7095　759円（690）

旅行ガイド�
文学と歴史　新旅行ガイド　京都
ISBN978-4-7637-0063-6　C7026　933円（848）

総合資料集� 2・3
新国語総合ガイド 五訂版  
ISBN978-4-7637-0505-1　C7091　943円（857）

新国語総合ガイド 五訂版 準拠学習課題ノート
ISBN978-4-7637-0905-9　C7091　262円（238）

★ 新訂国語図説 六訂版  
ISBN978-4-7637-0416-0　C7091　990円（900）

★ 新訂国語図説 六訂版 準拠学習課題ノート
ISBN978-4-7637-0811-3　C7091　242円（220）

★ デジタル版 新訂国語図説 六訂版《クラウド型》  
990円（900）　書籍版とのセット価格　1650円（1500）

新訂国語総覧 第七版 
ISBN978-4-7637-0113-8　C7091　943円（857）

新訂国語総覧 第七版 準拠学習課題レポート
ISBN978-4-7637-0707-9　C7091　231円（210）

文学史・受験必携書� 3
完成　日本文学史ノート 三訂版 
ISBN978-4-7637-2205-8　C7091　572円（520）

流れと演習　新日本文学史 改訂版 
ISBN978-4-7637-2402-1　C7091　524円（476）

注解演習 徒然草 新訂版 
ISBN978-4-7637-8303-5　C7095　408円（371）

注解演習 枕草子 新訂版 
ISBN978-4-7637-8403-2　C7095　408円（371）

漢文� 4
★ 漢文学習必携 三訂増補版 

ISBN978-4-7637-6175-0　C7095　594円（540）

漢文学習必携 三訂版　総合演習ノート 
ISBN978-4-7637-6183-5　C7095　418円（380）

漢文学習必携 三訂版　句法演習ノート 
ISBN978-4-7637-6192-7　C7095　363円（330）

文法� 4・5
新修古典文法 二訂版 
ISBN978-4-7637-1504-3　C7081　627円（570）

新修古典文法 二訂版 ドリル編 
ISBN978-4-7637-1604-0　C7081　385円（350）

高校生の古典文法 七訂版 
ISBN978-4-7637-1907-2　C7081　611円（555）

高校生の古典文法 七訂版 演習編 
ISBN978-4-7637-1006-2　C7081　385円（350）

新口語文法
ISBN978-4-7637-1151-9　C7081　524円（476）

古文単語� 5
★ イラストとシーン

でおぼえる  Look＠古文単語337 増補版    
ISBN978-4-7637-6421-8　C7081　891円（810）

アシスト古文単語345　増補版 
ISBN978-4-7637-6401-0　C7081　838円（762）

古典問題集� 6・7
マスターシリーズ

★ ポイント書く解く　マスター古典 １ 二訂版 
ISBN 978-4-7637-6741-7　C7081　693円（630）

ポイント書く解く　マスター古典 ２ 
ISBN978-4-7637-6750-9　C7081　660円（600）

入試対策問題集� 9
大学入試対策  資料読解と記述  思考力養成ノート 
ISBN978-4-7637-7051-6　C7095　649円（590）

関西私大　国語基礎知識　実戦問題集 
ISBN978-4-7637-7400-2　C7095　495円（450）

関東私大　国語基礎知識　実戦問題集 
ISBN978-4-7637-7410-1　C7095　583円（530）

表現・実践書� 9
基礎からの国語表現の実践 2訂版 
ISBN978-4-7637-4104-2　C7081　638円（580）
新聞で力を
つける 「コラムと論説」演習ノート 第5集
ISBN978-4-7637-4319-0　C7081　462円（420）

テスト式　国語常識の総演習 修訂三版 
ISBN978-4-7637-9508-3　C7095　583円（530）

★ 日本語チェック ２０００辞典 新装版  
ISBN978-4-7637-0601-0　C0581　1100円（1000）

現代文 要旨要約問題 新版 
ISBN978-4-7637-5502-5　C7095　556円（505）

チェック 高校国語の基本力 
ISBN978-4-7637-9203-7　C7095　472円（429）

課題帳・総合問題集・現代文問題集� 10・11
チャレンジアップシリーズ
国語総合問題 ステージⅠα 改訂版 
ISBN978-4-7637-7302-9　C7081　517円（470）

国語総合問題 ステージⅠβ 改訂版 
ISBN978-4-7637-7322-7　C7081　517円（470）

国語総合問題 ステージⅡ 改訂版 
ISBN978-4-7637-7342-5　C7081　572円（520）

国語総合問題 ステージⅢ 改訂版 
ISBN978-4-7637-7362-3　C7081　572円（520）

新入生のための　スタート国語入門 四訂版 
ISBN978-4-7637-9355-3　C7081　363円（330）

新入門高校国語 16訂版 
ISBN978-4-7637-9336-2　C7081　407円（370）

ウォーミングアップシリーズ
国語総合課題ノート 8訂版 基礎編 
ISBN978-4-7637-9131-3　C7081　363円（330）

国語総合課題ノート 8訂版 応用編 
ISBN978-4-7637-9231-0　C7081　385円（350）

高校　国語の学習
１ 基礎編　ISBN978-4-7637-7094-3�　C7081　363円（330）�

１ 総合編　ISBN978-4-7637-7095-0　C7081　363円（330）�

２ 基礎編　ISBN978-4-7637-7096-7　C7081　363円（330）�

２ 総合編　ISBN978-4-7637-7097-4　C7081　363円（330）�

３ 実践国語　ISBN978-4-7637-7098-1　C7081　363円（330）�

３ 総合国語　ISBN978-4-7637-7099-8　C7081　363円（330）�

ことばと漢字　ISBN978-4-7637-7100-1　C7081　363円（330）�

アドバンスシリーズ
現代文 １　ISBN978-4-7637-5200-0　C7081　627円（570）�

現代文 ２　ISBN978-4-7637-5220-8　C7081　627円（570）�

現代文 ３　ISBN978-4-7637-5240-6　C7081　627円（570）�

セオラムシリーズ
　 現代文 １ 三訂版　ISBN978-4-7637-5134-8　C7081　660円（600）�

★�は新刊・改訂。定価は税込10%価格、（　）内は
本体価格。青字は本目録に掲載しておりませんが、
販売は致しております。 はテストメーカーCDに
てご提供（ｐ16）。 は原文等のテキストデータ。
はアプリにてご利用可。 は「Studyplusブック」

にてデジタル版がご利用可。
●�教授資料・別記・解答書・テスト類は学校の先生
を通じて納入致します。生徒個人からの申し込み
はお断りしております。

●�問題集のバラ解答・バラ解説（定価132円）は受注
生産のため返品・キャンセルはお受けできません。

CDは30冊以上のご注文を目処にお付けしております。
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もっと詳しいお役立ち情報は、京都書房のHPへ！

〒612−8438  京都市伏見区深草フチ町５
営業部　／電話075ー647ー0121　　FAX075ー647ー2700
編集部　／電話075ー647ー0124　　FAX075ー647ー2703
https://www.kyo-sho.com

⃝�常用漢字の級別学習　コンプリート　
二訂版

⃝�常用漢字の級別学習　ベーシック　
二訂版

⃝�書いて覚える　漢字練習ノート　�
二訂版

⃝�表覧演習新常用漢字　基礎編�

⃝�表覧演習新常用漢字　完成編��

⃝�入試漢字2500　プラス・1　改訂版

⃝�これで合格　入試によく出る漢字
2001�新版

⃝�イラストとシーンでおぼえる�
Look@古文単語337�　増補版�

⃝�アシスト古文単語345　増補版�

⃝�テスト式　国語常識の総演習　修訂
三版�

⃝�チェック　高校国語の基本力�

⃝�これで合格　入試によく出る国語基
礎知識

⃝�日本語チェック2000辞典　新装版�

⃝�流れと演習　新日本文学史　改訂版�

Quick てす太くん
対応書籍一覧

� 16

▲HPはこちら

▲国語授業の素材蔵

各書籍の詳細情報
「書籍案内」から弊社刊行書籍の詳細情報をご確認いただけます。

目録の閲覧・ダウンロード
本目録のPDFデータをHPから閲覧・ダウンロードできます。

授業のヒントにもなるコラム
「漢文教育」をテーマにした短期連載コラムなど
を掲載しています。

国語科の先生応援サイト「国語授業の素材蔵」
授業で使えるイラストや動画素材・教材などを提
供する無料会員制サイトです。

ここがイチオシ！ ５５ つのポイント

１１ インストールorＣＤからの起動が選べる！

２２ 必ず出題したい「必出問題」が選択可能！

３３ 複数クラスの問題をすばやく作成！

４４ 作った問題はWord・一太郎で出力が可能！

５５ 問題の入れ替えがすぐできる！

どちらの方法でも同じ機能をお使いいただけます。

指定した必出問題は、全クラス共通で出題することが可能
です。

最大20クラス分のテストを一度に作成可能です。

使い慣れたソフトで自在に編集できます。

直感的な操作でテスト作成をストレスフリーに。

Quick�てす太くんの使い方はこちら▶

表１ 表 4

天↑天↑

小テストを素早く・楽々作成！

テストメーカーQuick てす太くん


